
JP 2015-78833 A 2015.4.23

10

(57)【要約】
【課題】上下に並んだ複数の扁平管を備える二列構造の
熱交換器において、蒸発器としての性能と凝縮器として
の性能とを両立させる。
【解決手段】熱交換器（23）において、風上主熱交換領
域（35）は風上主列部を、風下主熱交換領域（65）は風
下主列部を、風上補助熱交換領域（37）は風上補助列部
を、風下補助熱交換領域（67）は風下補助列部を、それ
ぞれ備える。各主列部と各補助列部は、それぞれが複数
の扁平管で構成される。蒸発器として機能する熱交換器
（23）において、冷媒は、風上補助列部、風下補助列部
、風下主列部、風上主列部の順に流れる。一方、凝縮器
として機能する熱交換器（23）において、冷媒は、風上
主列部、風下主列部、風下補助列部、風上補助列部の順
に流れる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下に並んだ複数の扁平管（31,61）によってそれぞれが構成されて空気の流れ方向に
並ぶ風上管列（50）及び風下管列（90）と、上記扁平管（31,61）に接合されたフィン（3
2,62）とを備え、
　上記扁平管（31,61）を流れる冷媒を空気と熱交換させる熱交換器であって、
　上記風上管列（50）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（31）によってそれぞれが構成
された風上主列部（51）と風上補助列部（54）に区分され、
　上記風上補助列部（54）は、上記風上主列部（51）よりも下方に位置し且つ該風上主列
部（51）よりも少数の上記扁平管（31）によって構成され、
　上記風下管列（90）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが構成
された風下主列部（91）と風下補助列部（94）に区分され、
　上記風下補助列部（94）は、上記風下主列部（91）よりも下方に位置し且つ該風下主列
部（91）よりも少数の上記扁平管（61）によって構成される一方、
　上記風下主列部（91）を構成する上記扁平管（61）の一端に接続され、複数の該扁平管
（61）と連通する主連通空間（75a～75f）を形成するヘッダ集合管（70）を更に備え、
　冷媒の流通経路において、上記風上補助列部（54）と、上記風下補助列部（94）と、上
記ヘッダ集合管（70）と、上記風下主列部（91）と、上記風上主列部（51）とが直列に配
置され、
　蒸発器として機能する場合には、上記風上補助列部（54）から上記風上主列部（51）へ
順に冷媒が流れ、凝縮器として機能する場合には、上記風上主列部（51）から上記風上補
助列部（54）へ順に冷媒が流れる
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記風上主列部（51）を構成する上記扁平管（31）は、上記風下主列部（91）を構成す
る上記扁平管（61）と同数であり、
　上記風上補助列部（54）を構成する上記扁平管（31）は、上記風下補助列部（94）を構
成する上記扁平管（61）と同数である
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　上記風上主列部（51）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（31）によってそれぞれが構
成される複数の風上主列ブロック（52a～52f）に更に区分され、
　上記風下主列部（91）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが構
成される複数の風下主列ブロック（92a～92f）に更に区分され、
　上記風上主列ブロック（52a～52f）は、上記風下主列ブロック（92a～92f）と同数であ
り、
　上記各風上主列ブロック（52a～52f）は、互いに異なる一つの上記風下主列ブロック（
92a～92f）と対になり、対になった該風上主列ブロック（52a～52f）と該風下主列ブロッ
ク（92a～92f）が冷媒の流通経路において直列に配置される
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項４】
　請求項３において、
　対になった上記風上主列ブロック（52a～52f）と上記風下主列ブロック（92a～92f）は
、それぞれを構成する上記扁平管（31,61）が同数である
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項５】
　請求項４において、
　対になった上記風上主列ブロック（52a～52f）と上記風下主列ブロック（92a～92f）は
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、それぞれを構成する上記扁平管（31,61）が一本ずつ個別に接続される
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項６】
　請求項３乃至５のいずれか一つにおいて、
　上記ヘッダ集合管（70）には、上記風下主列ブロック（92a～92f）と同数の上記主連通
空間（75a～75f）が形成され、
　上記各主連通空間（75a～75f）は、互いに異なる一つの上記風下主列ブロック（92a～9
2f）と対になり、該主連通空間（75a～75f）と対になった上記風下主列ブロック（92a～9
2f）を構成する上記扁平管（61）と連通する
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項７】
　請求項１又は２において、
　上記風上補助列部（54）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（31）によってそれぞれが
構成される複数の風上補助列ブロック（55a～55c）に更に区分され、
　上記風下補助列部（94）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが
構成される複数の風下補助列ブロック（95a～95c）に更に区分され、
　上記風上補助列ブロック（55a～55c）は、上記風下補助列ブロック（95a～95c）と同数
であり、
　上記各風上補助列ブロック（55a～55c）は、互いに異なる一つの上記風下補助列ブロッ
ク（95a～95c）と対になり、対になった該風上補助列ブロック（55a～55c）と該風下補助
列ブロック（95a～95c）が冷媒の流通経路において直列に配置される
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項８】
　請求項７において、
　対になった上記風上補助列ブロック（55a～55c）と上記風下補助列ブロック（95a～95c
）は、それぞれを構成する上記扁平管（31,61）が同数である
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項９】
　請求項８において、
　対になった上記風上補助列ブロック（55a～55c）と上記風下補助列ブロック（95a～95c
）は、それぞれを構成する上記扁平管（31,61）が一本ずつ個別に接続される
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項１０】
　請求項７乃至９のいずれか一つにおいて、
　上記ヘッダ集合管（70）は、上記風下補助列部（94）を構成する上記扁平管（61）とそ
れぞれが連通する複数の補助連通空間（77a～77c）を更に形成し、
　上記補助連通空間（77a～77c）は、上記風下補助列ブロック（95a～95c）と同数であり
、
　一つずつの上記風下補助列ブロック（95a～95c）と上記補助連通空間（77a～77c）が対
になり、
　上記各補助連通空間（77a～77c）は、該補助連通空間（77a～77c）と対になった上記風
下補助列ブロック（95a～95c）を構成する上記扁平管（61）と連通する
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項１１】
　請求項１又は２において、
　上記風下主列部（91）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが構
成される複数の風下主列ブロック（92a～92f）に更に区分され、
　上記風下補助列部（94）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが
構成される複数の風下補助列ブロック（95a～95c）に更に区分され、
　上記ヘッダ集合管（70）には、上記風下主列ブロック（92a～92f）と同数の上記主連通
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空間（75a～75f）が形成され、
　上記各主連通空間（75a～75f）は、互いに異なる一つの上記風下主列ブロック（92a～9
2f）と対になり、該主連通空間（75a～75f）と対になった上記風下主列ブロック（92a～9
2f）を構成する上記扁平管（61）と連通する
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　上記風下主列部（91）には、複数の上記風下主列ブロック（92a～92f）によってそれぞ
れが構成された風下主列ブロック群（93a～93c）が形成され、
　上記風下主列ブロック群（93a～93c）は、上記風下補助列ブロック（95a～95c）と同数
であり、
　上記各風下主列ブロック群（93a～93c）は、互いに異なる一つの上記風下補助列ブロッ
ク（95a～95c）と対になり、
　上記各風下補助列ブロック（95a～95c）は、該風下補助列ブロック（95a～95c）と対に
なった上記風下主列ブロック群（93a～93c）の上記風下主列ブロック（92a～92f）に対応
する上記主連通空間（75a～75f）に接続されている
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項１３】
　請求項１２において、
　上記各風下主列ブロック群（93a～93c）を構成する複数の上記風下主列ブロック（92a
～92f）は、互いに上下に隣り合っている
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項１４】
　請求項１１において、
　上記風下主列ブロック（92a～92f）は、上記風下補助列ブロック（95a～95f）と同数で
あり、
　上記各風下主列ブロック（92a～92f）は、互いに異なる一つの上記風下補助列ブロック
（95a～95f）と対になり、対になった該風下主列ブロック（92a～92f）と該風下補助列ブ
ロック（95a～95f）が冷媒の流通経路において直列に配置される
ことを特徴とする熱交換器。
【請求項１５】
　請求項１乃至１４の何れか一つに記載の熱交換器（23）が設けられた冷媒回路（20）を
備え、
　上記冷媒回路（20）において冷媒を循環させて冷凍サイクルを行うことを特徴とする空
気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、扁平管とフィンを有して冷媒と空気を熱交換させる熱交換器に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、扁平管とフィンを有して冷媒と空気を熱交換させる熱交換器が知られている
。特許文献１（図３を参照）には、配列された扁平管からなる管列を一つ有する一列構造
の熱交換器が開示されている。特許文献２（図２を参照）及び特許文献３（図２２を参照
）には、配列された扁平管からなる管列を二つ有する二列構造の熱交換器が開示されてい
る。特許文献２に開示された熱交換器では、個別の扁平管を二列に配列することによって
二つの管列が構成される。一方、特許文献３の熱交換器では、中間部で折れ曲がったＵ字
状の扁平管を配列することによって、二つの管列が構成される。また、特許文献１～３に
開示された熱交換器では、扁平管の端部にヘッダが接続され、ヘッダへ流入した冷媒が複
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数の扁平管へ分かれて流れ込む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１３７１９３号公報
【特許文献２】特表２００５－５１０６８９号公報
【特許文献３】特開平０８－１４５５８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、空気と冷媒を熱交換させる熱交換器の性能は、熱交換器における冷媒の流通
経路によって変化する。特に、二列構造の熱交換器では、風上側の管列と風下側の管列の
どちらへ先に冷媒を流すかが問題となる。
【０００５】
　一般に、蒸発器として用いられる熱交換器については、風上側の管列から風下側の管列
へ順に冷媒を流すのが望ましいと考えられていた。しかし、特許文献１に開示された構造
の熱交換器（即ち、ヘッダへ流入した冷媒を上下に並んだ複数の扁平管へ分配する構造の
熱交換器）を二列構造としたものにおいて、それが蒸発器として機能する際に風上側の管
列から風下側の管列へ順に冷媒を流すと、充分な性能が得られないおそれがある。
【０００６】
　その理由を、図１８～図２０を参照しながら説明する。なお、図１８及び図２０に示す
空気と冷媒の温度は、熱交換器（500）を空調機の室外熱交換器として用いた場合の一例
である。
【０００７】
　各扁平管（501）へ流入する気液二相状態の冷媒の湿り度が均一だとすると、熱交換器
（500）では、冷媒と空気の温度が図１８に示すように変化する。
【０００８】
　具体的に、風上側の管列（502）を流れる冷媒の温度（飽和温度）は、冷媒が扁平管（5
01）を通過する際の圧力損失に起因して２℃から１℃に低下する。一方、熱交換器（500
）を通過する空気は、風上側の管列（502）を流れる冷媒と熱交換し、その温度が７℃か
ら３℃に低下する。また、風下側の管列（503）を流れる冷媒の温度（飽和温度）は、冷
媒が扁平管（501）を通過する際の圧力損失に起因して１℃から０℃に低下すると共に、
風上側の管列（502）を通過した３℃の空気と熱交換する。そして、風下側の管列（503）
を構成する扁平管（501）の途中でガス単相状態となった冷媒は、風上側の管列（502）を
通過した空気から吸熱して過熱状態となる。
【０００９】
　このように、各扁平管（501）へ流入する気液二相状態の冷媒の湿り度が均一であれば
、風下側の管列（503）では、風上側の管列（502）を通過する際の圧力損失によって温度
低下した冷媒と、風上側の管列（502）を流れる冷媒によって冷却された空気とが熱交換
するため、両方の管列（502,503）において冷媒と空気の温度差が確保され、熱交換器（5
00）における冷媒と空気の間で交換される熱量が十分に確保される。
【００１０】
　ところが、上下方向に長いヘッダ内の空間へ流入した気液二相状態の冷媒を、その空間
に連通する上下に並んだ複数の扁平管（501）へ分配する場合は、液冷媒の密度がガス冷
媒よりも大きいため、上方に位置する扁平管（501）ほど流入する冷媒の湿り度が小さく
なる。従って、上方に位置する扁平管（501）ほど、流入する冷媒の質量流量が少なくな
る。
【００１１】
　　このため、図１９に示すように、流入する冷媒の湿り度が小さい熱交換器（500）の
上部では、風上側の管列（502）の途中で冷媒がガス単相状態となるおそれがある。つま
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り、扁平管（501）を過熱状態のガス冷媒が流れる領域（即ち、図１９に示すドットを付
した過熱領域（504））が風上側の管列（502）に形成されるおそれがある。
【００１２】
　熱交換器（500）のうち風上側の管列（502）の途中で冷媒がガス単相状態となった部分
では、冷媒と空気の温度が図２０に示すように変化する。
【００１３】
　具体的に、風上側の管列（502）へ流入した２℃の気液二相状態の冷媒は、その途中で
ガス単相状態となり、風上側の管列（502）の出口では６℃となる。一方、風上側の管列
（502）のうち気液二相状態の冷媒が流れる部分を通過した空気は温度が７℃から３℃に
低下するが、ガス単相状態が流れる部分を通過した空気は温度が殆ど低下しない。風下側
の管列（503）へは６℃のガス単相状態の冷媒が流入するが、風下側の管列（503）の前半
部分には、風上側の管列（502）のうちガス単相状態の冷媒が流れる部分を通過した空気
が流入するため、風下側の管列（503）の前半部分を通過する間に冷媒の温度は殆ど変化
しない。また、風下側の管列（503）の後半部分には、風上側の管列（502）のうち気液二
相状態の冷媒が流れる部分を通過した３℃の空気が流入するため、冷媒が空気へ放熱して
しまい、冷媒の温度が６℃から５℃に低下してしまう。
【００１４】
　このように、上下方向に長いヘッダの空間へ流入した気液二相状態の冷媒を、その空間
に連通する上下に並んだ複数の扁平管（501）へ分配する場合は、風上側の管列（502）に
過熱領域（504）が形成されてしまい、風下側の管列（503）のうち過熱領域（504）の風
下に位置する部分は、蒸発器としての機能を殆ど果たさない状態となり、熱交換器（500
）の性能が充分に発揮されなくなるおそれがあった。
【００１５】
　その一方、凝縮器として用いられる熱交換器（500）については、風下側の管列（503）
から風上側の管列（502）へ順に冷媒を流すのが望ましい。凝縮して液単相状態となった
冷媒を熱交換器（500）へ送られてきた直後の空気（即ち、温度上昇前の空気）と熱交換
させることができ、液冷媒を確実に過冷却状態にすることができるからである。
【００１６】
　ところが、通常、空調機の室外熱交換として用いられる熱交換器（500）は、それが蒸
発器として機能する場合と凝縮器として機能する場合とで、冷媒の流通経路が逆向きとな
る。このため、熱交換器（500）が凝縮器として機能する場合に風下側の管列（503）から
風上側の管列（502）へ順に冷媒が流れるように熱交換器（500）を構成すると、熱交換器
（500）が蒸発器として機能する場合には、冷媒が風上側の管列（502）から風下側の管列
（503）へ順に冷媒が流れることとなる。そして、上述したように、特許文献１に開示さ
れた構造の熱交換器（即ち、ヘッダへ流入した冷媒を上下に並んだ複数の扁平管へ分配す
る構造の熱交換器）を二列構造としたものにおいて、蒸発器として機能する際に風上側の
管列から風下側の管列へ順に冷媒を流すと、充分な性能が得られないおそれがある。
【００１７】
　このように、ヘッダへ流入した冷媒を上下に並んだ複数の扁平管へ分配する構造の熱交
換器を二列構造としたものでは、蒸発器として機能する際の性能と、凝縮器として機能す
る際の性能とを両立させるのが困難であった。
【００１８】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、上下に並んだ複数の扁
平管を備える二列構造の熱交換器において、蒸発器としての性能と凝縮器としての性能と
を両立させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　第１の発明は、上下に並んだ複数の扁平管（31,61）によってそれぞれが構成されて空
気の流れ方向に並ぶ風上管列（50）及び風下管列（90）と、上記扁平管（31,61）に接合
されたフィン（32,62）とを備え、上記扁平管（31,61）を流れる冷媒を空気と熱交換させ
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る熱交換器を対象とする。そして、上記風上管列（50）は、上下に並んだ複数の上記扁平
管（31）によってそれぞれが構成された風上主列部（51）と風上補助列部（54）に区分さ
れ、上記風上補助列部（54）は、上記風上主列部（51）よりも下方に位置し且つ該風上主
列部（51）よりも少数の上記扁平管（31）によって構成され、上記風下管列（90）は、上
下に並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが構成された風下主列部（91）と風
下補助列部（94）に区分され、上記風下補助列部（94）は、上記風下主列部（91）よりも
下方に位置し且つ該風下主列部（91）よりも少数の上記扁平管（61）によって構成される
一方、上記風下主列部（91）を構成する上記扁平管（61）の一端に接続され、複数の該扁
平管（61）と連通する主連通空間（75a～75f）を形成するヘッダ集合管（70）を更に備え
、冷媒の流通経路において、上記風上補助列部（54）と、上記風下補助列部（94）と、上
記ヘッダ集合管（70）と、上記風下主列部（91）と、上記風上主列部（51）とが直列に配
置され、蒸発器として機能する場合には、上記風上補助列部（54）から上記風上主列部（
51）へ順に冷媒が流れ、凝縮器として機能する場合には、上記風上主列部（51）から上記
風上補助列部（54）へ順に冷媒が流れるものである。
【００２０】
　第１の発明では、熱交換器（23）に風上管列（50）と風下管列（90）とが設けられる。
風上管列（50）と風下管列（90）は、それぞれが上下に並んだ複数の扁平管（31,61）に
よって構成される。熱交換器（23）を通過する空気の流れ方向において、風下管列（90）
は風上管列（50）の下流側に配置される。風上管列（50）は、風上主列部（51）と風上補
助列部（54）に区分され、風下管列（90）は、風下主列部（91）と風下補助列部（94）に
区分される。
【００２１】
　第１の発明の熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、冷媒は、風上補助列部（54
）を構成する扁平管（31）と、風下補助列部（94）を構成する扁平管（61）と、ヘッダ集
合管（70）内の主連通空間（75a～75f）と、風下主列部（91）を構成する扁平管（61）と
、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）とを順に通過する。この場合の熱交換器（23
）における空気と冷媒の温度変化を図１０に示す。なお、図１０に示す温度の値は、単な
る一例である。
【００２２】
　図１０に示すように、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）には、飽和温度２℃
の気液二相状態の冷媒が流入する。冷媒の飽和温度（蒸発温度）は、冷媒が扁平管（31,6
1）を通過する際の圧力損失に起因して０℃にまで次第に低下する。そして、冷媒は、風
上主列部（51）を構成する扁平管（31）の途中でガス単相状態となり、その温度が１℃に
まで上昇して風上主列部（51）を構成する扁平管（31）から流出する。一方、風上補助列
部（54）及び風上主列部（51）には、７℃の空気が流入し、風下補助列部（94）には、風
上補助列部（54）を通過する際に冷却された４℃の空気が流入し、風下主列部（91）には
、風上主列部（51）を通過する際に冷却された３℃の空気が流入する。
【００２３】
　このように、第１の発明の熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合は、熱交換器（
23）の全体において冷媒の温度が空気の温度よりも低くなり、冷媒が空気から吸収する熱
量（即ち、冷媒の吸熱量）が確保される。
【００２４】
　ここで、第１の発明の熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、風下補助列部（94
）を構成する扁平管（61）を通過した冷媒は、ヘッダ集合管（70）によって形成された主
連通空間（75a～75f）へ一旦流入し、その後に風下主列部（91）を構成する複数の扁平管
（61）（即ち、上下に並んだ複数の扁平管（61））へ分配される。その際、風下主列部（
91）を構成する各扁平管（61）へ流入する冷媒の湿り度は必ずしも均一ではなく、一部の
扁平管（61）へは湿り度の低い冷媒が流入する可能性がある。
【００２５】
　しかし、風下主列部（91）を通過する冷媒と熱交換する空気は、風上主列部（51）を通
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過する冷媒によって既に冷却された空気である。このため、風下主列部（91）における冷
媒と空気の温度差は、風上主列部（51）における冷媒と空気の温度差よりも小さくなる。
従って、風下主列部（91）の扁平管（61）のうち湿り度の低い冷媒が流入するものにおい
ても、通常、冷媒はその扁平管（61）の全長に亘って気液二相状態に保たれる。その結果
、上述したように、蒸発器として機能する第１の発明の熱交換器（23）の全体において、
冷媒の温度が空気の温度よりも低くなる。
【００２６】
　また、第１の発明の熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合、冷媒は、風上主列部
（51）を構成する扁平管（31）と、風下主列部（91）を構成する扁平管（61）と、ヘッダ
集合管（70）内の主連通空間（75a～75f）と、風下補助列部（94）を構成する扁平管（61
）と、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）とを順に通過する。この場合の熱交換
器（23）における空気と冷媒の温度変化を図１１に示す。なお、図１１に示す温度の値は
、単なる一例である。
【００２７】
　図１１に示すように、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）には、５５℃の過熱状
態のガス冷媒が流入する。この冷媒は、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）の途中
で５０℃の飽和状態のガス冷媒となり、その後に次第に凝縮してゆく。冷媒の飽和温度（
凝縮温度）は、冷媒が扁平管（31,61）を通過する際の圧力損失に起因して４９℃にまで
次第に低下する。そして、冷媒は、風下補助列部（94）を構成する扁平管（61）の途中で
液単相状態となり、その温度が４２℃にまで低下して風上補助列部（54）を構成する扁平
管（31）から流出する。一方、風上補助列部（54）及び風上主列部（51）には、３５℃の
空気が流入し、風下主列部（91）には、風上主列部（51）を通過する際に加熱された４５
℃の空気が流入し、風下補助列部（94）には、風上補助列部（54）を通過する際に加熱さ
れた４０℃の空気が流入する。
【００２８】
　このように、第１の発明の熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合は、熱交換器（
23）の全体において冷媒の温度が空気の温度よりも高くなり、冷媒が空気へ放出する熱量
（即ち、冷媒の放熱量）が確保される。
【００２９】
　第２の発明は、上記第１の発明において、上記風上主列部（51）を構成する上記扁平管
（31）は、上記風下主列部（91）を構成する上記扁平管（61）と同数であり、上記風上補
助列部（54）を構成する上記扁平管（31）は、上記風下補助列部（94）を構成する上記扁
平管（61）と同数であるものである。
【００３０】
　第２の発明では、風上主列部（51）と風下主列部（91）のそれぞれが同数の扁平管（31
,61）によって構成され、風上補助列部（54）と風下補助列部（94）のそれぞれが同数の
扁平管（31,61）によって構成される。
【００３１】
　第３の発明は、上記第１又は第２の発明において、上記風上主列部（51）は、上下に並
んだ複数の上記扁平管（31）によってそれぞれが構成される複数の風上主列ブロック（52
a～52f）に更に区分され、上記風下主列部（91）は、上下に並んだ複数の上記扁平管（61
）によってそれぞれが構成される複数の風下主列ブロック（92a～92f）に更に区分され、
上記風上主列ブロック（52a～52f）は、上記風下主列ブロック（92a～92f）と同数であり
、上記各風上主列ブロック（52a～52f）は、互いに異なる一つの上記風下主列ブロック（
92a～92f）と対になり、対になった該風上主列ブロック（52a～52f）と該風下主列ブロッ
ク（92a～92f）が冷媒の流通経路において直列に配置されるものである。
【００３２】
　第３の発明において、複数の風上主列ブロック（52a～52f）は、それぞれが別々の一つ
の風下主列ブロック（92a～92f）と対になる。熱交換器（23）が蒸発器として機能する場
合、各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）を通過した冷媒は、その風下主列ブ
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ロック（92a～92f）と対になった風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）へ流れ込
む。一方、熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合、各風上主列ブロック（52a～52f
）の扁平管（31）を通過した冷媒は、その風上主列ブロック（52a～52f）と対になった風
下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）へ流れ込む。
【００３３】
　第４の発明は、上記第３の発明において、対になった上記風上主列ブロック（52a～52f
）と上記風下主列ブロック（92a～92f）は、それぞれを構成する上記扁平管（31,61）が
同数であるものである。
【００３４】
　第４の発明において、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主列ブロック（
92a～92f）は、それぞれが同数の扁平管（31,61）によって構成される。例えば、対にな
った第１の風上主列ブロック（52a）と第１の風下主列ブロック（92a）は、それぞれが同
数の扁平管（31,61）によって構成され、対になった第２の風上主列ブロック（52b）と第
２の風下主列ブロック（92b）は、それぞれが同数の扁平管（31,61）によって構成される
。ただし、第１の風上主列ブロック（52a）を構成する扁平管（31）の本数が、第２の風
上主列ブロック（52b）を構成する扁平管（31）の本数と等しいとは限らない。
【００３５】
　第５の発明は、上記第４の発明において、対になった上記風上主列ブロック（52a～52f
）と上記風下主列ブロック（92a～92f）は、それぞれを構成する上記扁平管（31,61）が
一本ずつ個別に接続されるものである。
【００３６】
　第５の発明において、各風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）と、その風上主
列ブロック（52a～52f）と対になった風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）とは
、それぞれが個別に一本ずつ接続される。熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、
対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主列ブロック（92a～92f）において、風
下主列ブロック（92a～92f）の一本の扁平管（61）を通過した冷媒は、その扁平管（61）
に接続する風上主列ブロック（52a～52f）の一本の扁平管（31）へ流入する。一方、熱交
換器（23）が凝縮器として機能する場合、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風
下主列ブロック（92a～92f）において、風上主列ブロック（52a～52f）の一本の扁平管（
31）を通過した冷媒は、その扁平管（31）に接続する風下主列ブロック（92a～92f）の一
本の扁平管（61）へ流入する。
【００３７】
　ここで、熱交換器の構造としては、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主
列ブロック（92a～92f）が冷媒の流通経路において直列に配置されるように、風上主列ブ
ロック（52a～52f）を構成する全ての扁平管（31）と風下主列ブロック（92a～92f）を構
成する全ての扁平管（61）を一つの空間に連通させる構造も考えられる。しかし、この構
造を採用すると、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主列ブロック（92a～9
2f）の一方から他方へ冷媒が流れる際に、一方を構成する複数の扁平管（31,61）を通過
した冷媒が一旦合流し、その後に他方を構成する複数の扁平管（61,31）へ分かれて流入
するため、他方を構成する複数の扁平管（61,31）へ流入する冷媒の質量流量が不均一と
なるおそれがある。
【００３８】
　これに対し、第５の発明では、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主列ブ
ロック（92a～92f）のそれぞれを構成する扁平管（31,61）が、一本ずつ個別に接続され
る。このため、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主列ブロック（92a～92f
）の一方から他方へ冷媒が流れる際に、その途中で複数の扁平管（31,61）へ冷媒を分配
し直す必要は無い。
【００３９】
　第６の発明は、上記第３～第５のいずれか一つの発明において、上記ヘッダ集合管（70
）には、上記風下主列ブロック（92a～92f）と同数の上記主連通空間（75a～75f）が形成
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され、上記各主連通空間（75a～75f）は、互いに異なる一つの上記風下主列ブロック（92
a～92f）と対になり、該主連通空間（75a～75f）と対になった上記風下主列ブロック（92
a～92f）を構成する上記扁平管（61）と連通するものである。
【００４０】
　第６の発明において、ヘッダ集合管（70）に形成された複数の主連通空間（75a～75f）
は、それぞれが別々の一つの風下主列ブロック（92a～92f）と対になる。熱交換器（23）
が蒸発器として機能する場合、冷媒は、ヘッダ集合管（70）の各主連通空間（75a～75f）
へ流入し、その後に、その主連通空間（75a～75f）に対応する風下主列ブロック（92a～9
2f）の複数の扁平管（61）へ分かれて流れ込む。
【００４１】
　第７の発明は、上記第１又は第２の発明において、上記風上補助列部（54）は、上下に
並んだ複数の上記扁平管（31）によってそれぞれが構成される複数の風上補助列ブロック
（55a～55c）に更に区分され、上記風下補助列部（94）は、上下に並んだ複数の上記扁平
管（61）によってそれぞれが構成される複数の風下補助列ブロック（95a～95c）に更に区
分され、上記風上補助列ブロック（55a～55c）は、上記風下補助列ブロック（95a～95c）
と同数であり、上記各風上補助列ブロック（55a～55c）は、互いに異なる一つの上記風下
補助列ブロック（95a～95c）と対になり、対になった該風上補助列ブロック（55a～55c）
と該風下補助列ブロック（95a～95c）が冷媒の流通経路において直列に配置されるもので
ある。
【００４２】
　第７の発明において、複数の風上補助列ブロック（55a～55c）は、それぞれが別々の一
つの風下補助列ブロック（95a～95c）と対になる。熱交換器（23）が蒸発器として機能す
る場合、各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）を通過した冷媒は、その風上
補助列ブロック（55a～55c）と対になった風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61
）へ流れ込む。一方、熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合、各風下補助列ブロッ
ク（95a～95c）の扁平管（61）を通過した冷媒は、その風下補助列ブロック（95a～95c）
と対になった風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）へ流れ込む。
【００４３】
　第８の発明は、上記第７の発明において、対になった上記風上補助列ブロック（55a～5
5c）と上記風下補助列ブロック（95a～95c）は、それぞれを構成する上記扁平管（31,61
）が同数であるものである。
【００４４】
　第８の発明では、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）と風下補助列ブロック（
95a～95c）は、それぞれが同数の扁平管（31,61）によって構成される。例えば、対にな
った第１の風上補助列ブロック（55a）と第１の風下補助列ブロック（95a）は、それぞれ
が同数の扁平管（31,61）によって構成され、対になった第２の風上補助列ブロック（55b
）と第２の風下補助列ブロック（95b）は、それぞれが同数の扁平管（31,61）によって構
成される。ただし、第１の風上補助列ブロック（55a）を構成する扁平管（31）の本数が
、第２の風上補助列ブロック（55b）を構成する扁平管（31）の本数と等しいとは限らな
い。
【００４５】
　第９の発明は、上記第８の発明において、対になった上記風上補助列ブロック（55a～5
5c）と上記風下補助列ブロック（95a～95c）は、それぞれを構成する上記扁平管（31,61
）が一本ずつ個別に接続されるものである。
【００４６】
　第９の発明では、各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）と、その風上補助
列ブロック（55a～55c）と対になった風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61）と
は、それぞれが個別に一本ずつ接続される。熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合
、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）と風下補助列ブロック（95a～95c）におい
て、風上補助列ブロック（55a～55c）の一本の扁平管（31）を通過した冷媒は、その扁平
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管（31）に接続する風下補助列ブロック（95a～95c）の一本の扁平管（61）へ流入する。
一方、熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合、対になった風上補助列ブロック（55
a～55c）と風下補助列ブロック（95a～95c）において、風下補助列ブロック（95a～95c）
の一本の扁平管（61）を通過した冷媒は、その扁平管（61）に接続する風上補助列ブロッ
ク（55a～55c）の一本の扁平管（31）へ流入する。
【００４７】
　ここで、熱交換器（23）の構造としては、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）
と風下補助列ブロック（95a～95c）が冷媒の流通経路において直列に配置されるように、
風上補助列ブロック（55a～55c）を構成する全ての扁平管（31）と風下補助列ブロック（
95a～95c）を構成する全ての扁平管（61）を一つの空間に連通させる構造も考えられる。
しかし、この構造を採用すると、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）と風下補助
列ブロック（95a～95c）の一方から他方へ冷媒が流れる際に、一方を構成する複数の扁平
管（31,61）を通過した冷媒が一旦合流し、その後に他方を構成する複数の扁平管（61,31
）へ分かれて流入するため、他方を構成する複数の扁平管（61,31）へ流入する冷媒の質
量流量が不均一となるおそれがある。
【００４８】
　これに対し、第９の発明では、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）と風下補助
列ブロック（95a～95c）のそれぞれを構成する扁平管（31,61）が、一本ずつ個別に接続
される。このため、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）と風下補助列ブロック（
95a～95c）の一方から他方へ冷媒が流れる際に、その途中で複数の扁平管（31,61）へ冷
媒を分配し直す必要は無い。
【００４９】
　第１０の発明は、上記第７～第９のいずれか一つの発明において、上記ヘッダ集合管（
70）は、上記風下補助列部（94）を構成する上記扁平管（61）とそれぞれが連通する複数
の補助連通空間（77a～77c）を更に形成し、上記補助連通空間（77a～77c）は、上記風下
補助列ブロック（95a～95c）と同数であり、一つずつの上記風下補助列ブロック（95a～9
5c）と上記補助連通空間（77a～77c）が対になり、上記各補助連通空間（77a～77c）は、
該補助連通空間（77a～77c）と対になった上記風下補助列ブロック（95a～95c）を構成す
る上記扁平管（61）と連通するものである。
【００５０】
　第１０の発明において、ヘッダ集合管（70）は、主連通空間（75a～75f）に加えて、補
助連通空間（77a～77c）を更に形成する。ヘッダ集合管（70）に形成された複数の補助連
通空間（77a～77c）は、それぞれが別々の一つの風下補助列ブロック（95a～95c）と対に
なる。熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合、冷媒は、ヘッダ集合管（70）の各補
助連通空間（77a～77c）へ流入し、その後に、その補助連通空間（77a～77c）に対応する
風下補助列ブロック（95a～95c）の複数の扁平管（61）へ分かれて流れ込む。
【００５１】
　第１１の発明は、上記第１又は第２の発明において、上記風下主列部（91）は、上下に
並んだ複数の上記扁平管（61）によってそれぞれが構成される複数の風下主列ブロック（
92a～92f）に更に区分され、上記風下補助列部（94）は、上下に並んだ複数の上記扁平管
（61）によってそれぞれが構成される複数の風下補助列ブロック（95a～95c）に更に区分
され、上記ヘッダ集合管（70）には、上記風下主列ブロック（92a～92f）と同数の上記主
連通空間（75a～75f）が形成され、上記各主連通空間（75a～75f）は、互いに異なる一つ
の上記風下主列ブロック（92a～92f）と対になり、該主連通空間（75a～75f）と対になっ
た上記風下主列ブロック（92a～92f）を構成する上記扁平管（61）と連通するものである
。
【００５２】
　第１１の発明では、風下主列部（91）が複数の風下主列ブロック（92a～92f）に区分さ
れ、風下補助列部（94）が複数の風下補助列ブロック（95a～95c）に区分される。各風下
主列ブロック（92a～92f）及び各風下補助列ブロック（95a～95c）は、それぞれが上下に
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並んだ複数の扁平管（61）によって構成される。ヘッダ集合管（70）に形成された複数の
主連通空間（75a～75f）は、それぞれが別々の一つの風下主列ブロック（92a～92f）と対
になる。熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、冷媒は、ヘッダ集合管（70）の各
主連通空間（75a～75f）へ流入し、その後に、その主連通空間（75a～75f）に対応する風
下主列ブロック（92a～92f）の複数の扁平管（61）へ分かれて流れ込む。
【００５３】
　第１２の発明は、上記第１１の発明において、上記風下主列部（91）には、複数の上記
風下主列ブロック（92a～92f）によってそれぞれが構成された風下主列ブロック群（93a
～93c）が形成され、上記風下主列ブロック群（93a～93c）は、上記風下補助列ブロック
（95a～95c）と同数であり、上記各風下主列ブロック群（93a～93c）は、互いに異なる一
つの上記風下補助列ブロック（95a～95c）と対になり、上記各風下補助列ブロック（95a
～95c）は、該風下補助列ブロック（95a～95c）と対になった上記風下主列ブロック群（9
3a～93c）の上記風下主列ブロック（92a～92f）に対応する上記主連通空間（75a～75f）
に接続されるものである。
【００５４】
　第１２の発明では、風下補助列ブロック（95a～95c）と同数の風下主列ブロック群（93
a～93c）が、風下主列部（91）に形成される。各風下主列ブロック群（93a～93c）は、複
数の風下主列ブロック（92a～92f）によって構成される。各風下主列ブロック群（93a～9
3c）を構成する風下主列ブロック（92a～92f）と対になった主連通空間（75a～75f）（即
ち、複数の主連通空間（75a～75f））は、その風下主列ブロック群（93a～93c）と対にな
った一つの風下補助列ブロック（95a～95c）に接続される。熱交換器（23）が蒸発器とし
て機能する場合、各風下補助列ブロック（95a～95c）を通過した冷媒は、その風下補助列
ブロック（95a～95c）が接続する複数の主連通空間（75a～75f）へ分かれて流入し、その
後、流入した主連通空間（75a～75f）と対になった風下主列ブロック（92a～92f）を構成
する複数の扁平管（61）へ分かれて流入する。
【００５５】
　第１３の発明は、上記第１２の発明において、上記各風下主列ブロック群（93a～93c）
を構成する複数の上記風下主列ブロック（92a～92f）は、互いに上下に隣り合っているも
のである。
【００５６】
　第１３の発明では、上下に隣り合った複数の風下主列ブロック（92a～92f）が、一つの
風下主列ブロック群（93a～93c）を構成する。
【００５７】
　第１４の発明は、上記第１１の発明において、上記風下主列ブロック（92a～92f）は、
上記風下補助列ブロック（95a～95f）と同数であり、上記各風下主列ブロック（92a～92f
）は、互いに異なる一つの上記風下補助列ブロック（95a～95f）と対になり、対になった
該風下主列ブロック（92a～92f）と該風下補助列ブロック（95a～95f）が冷媒の流通経路
において直列に配置されるものである。
【００５８】
　第１４の発明では、風下主列ブロック（92a～92f）の数が、風下補助列ブロック（95a
～95f）の数と等しくなっている。複数の風下主列ブロック（92a～92f）は、それぞれが
別々の一つの風下補助列ブロック（95a～95f）と対になる。対になった風下主列ブロック
（92a～92f）と風下補助列ブロック（95a～95f）は、冷媒の流通経路において直列に配置
される。従って、熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、各風下補助列ブロック（
95a～95f）の扁平管（61）を通過した冷媒は、それぞれが対応する風下主列ブロック（92
a～92f）の扁平管（61）へ流れ込む。
【００５９】
　第１５の発明は、空気調和機（10）を対象とし、上記第１～第１３の何れか一つの発明
の熱交換器（23）が設けられた冷媒回路（20）を備え、上記冷媒回路（20）において冷媒
を循環させて冷凍サイクルを行うものである。
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【００６０】
　第１５の発明では、上記第１～第１４の何れか一つの発明の熱交換器（23）が冷媒回路
（20）に接続される。熱交換器（23）において、冷媒回路（20）を循環する冷媒は、扁平
管（31,61）を通過する間に空気と熱交換する。
【発明の効果】
【００６１】
　本発明の熱交換器（23）では、冷媒の流通経路において、風上補助列部（54）と、風下
補助列部（94）と、ヘッダ集合管（70）と、風下主列部（91）と、風上主列部（51）とが
直列に配置されている。そして、蒸発器として機能する熱交換器（23）では、風上補助列
部（54）から風上主列部（51）へ順に冷媒が流れるため、熱交換器（23）の全体において
冷媒の温度が空気の温度よりも低くなり、その結果、冷媒の吸熱量を充分に確保すること
が可能となる。また、凝縮器として機能する熱交換器（23）では、風上主列部（51）から
風上補助列部（54）へ順に冷媒が流れるため、熱交換器（23）の全体において冷媒の温度
が空気の温度よりも高くなり、その結果、冷媒の放熱量を充分に確保することが可能とな
る。従って、この発明によれば、風上管列（50）と風下管列（90）を有する熱交換器（23
）において、蒸発器としての性能と凝縮器としての性能とを両立させることが可能となる
。
【００６２】
　第５の発明において、対になった風上主列ブロック（52a～52f）と風下主列ブロック（
92a～92f）は、それぞれを構成する扁平管（31,61）が一本ずつ個別に接続される。この
ため、熱交換器（23）において冷媒を複数の扁平管（31,61）へ分配する回数を減らすこ
とができ、その結果、各扁平管（31,61）を流れる冷媒の質量流量を均一化するのが容易
となる。
【００６３】
　第９の発明において、対になった風上補助列ブロック（55a～55c）と風下補助列ブロッ
ク（95a～95c）は、それぞれを構成する扁平管（31,61）が一本ずつ個別に接続される。
このため、熱交換器（23）において冷媒を複数の扁平管（31,61）へ分配する回数を減ら
すことができ、その結果、各扁平管（31,61）を流れる冷媒の質量流量を均一化するのが
容易となる。
【００６４】
　第１２の発明では、一つの風下補助列ブロック（95a～95c）と対になった風下主列ブロ
ック群（93a～93c）が、複数の風下主列ブロック（92a～92f）によって構成される。この
ため、一つの風下補助列ブロック（95a～95c）が一つの風下主列ブロック（92a～92f）と
対になる場合に比べて、各風下主列ブロック（92a～92f）を構成する扁平管（61）の本数
が少なくなり、その結果、風下主列ブロック（92a～92f）と対になった主連通空間（75a
～75f）の高さが低くなる。
【００６５】
　一方、主連通空間（75a～75f）の高さが低いほど、主連通空間（75a～75f）の上端寄り
の扁平管（61）へ流入する冷媒の質量流量と、その下端寄りの扁平管（61）へ流入する冷
媒の質量流量との差が小さくなる。従って、第１２の発明によれば、熱交換器（23）が蒸
発器として機能する場合に、風下主列ブロック（92a～92f）を構成する各扁平管（61）へ
流入する冷媒の質量流量の差を縮小することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】図１は、実施形態１の室外熱交換器を備えた空気調和機の概略構成を示す冷媒回
路図である。
【図２】図２は、実施形態１の室外熱交換器の概略構成を示す斜視図である。
【図３】図３は、実施形態１の室外熱交換器を風上熱交換器ユニットと風下熱交換器ユニ
ットに分解して示す概略の斜視図であって、室外熱交換器が蒸発器として機能する場合の
冷媒の流れを示すものである。
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【図４】図４は、実施形態１の室外熱交換器を風上熱交換器ユニットと風下熱交換器ユニ
ットに分解して示す概略の斜視図であって、室外熱交換器が凝縮器として機能する場合の
冷媒の流れを示すものである。
【図５】図５は、実施形態１の風上熱交換器ユニットを正面から見た一部断面図である。
【図６】図６は、実施形態１の風下熱交換器ユニットを正面から見た一部断面図である。
【図７】図７は、図５のＡ－Ａ断面および図６のＢ－Ｂ断面の一部を拡大して示す熱交換
器ユニットの断面図である。
【図８】図８は、実施形態１の室外熱交換器の要部の断面図であって、(Ａ)は(Ｂ)のＤ－
Ｄ断面を示し、(Ｂ)は(Ａ)のＣ－Ｃ断面を示す。
【図９】図９は、実施形態１の風上熱交換器ユニットの一部を正面から見た拡大断面図で
ある。
【図１０】図１０は、蒸発器として機能する実施形態１の室外熱交換器における冷媒と空
気の温度変化を示すグラフである。
【図１１】図１１は、凝縮器として機能する実施形態１の室外熱交換器における冷媒と空
気の温度変化を示すグラフである。
【図１２】図１２は、実施形態２の風上熱交換器ユニットを正面から見た一部断面図であ
る。
【図１３】図１３は、実施形態２の風下熱交換器ユニットを正面から見た一部断面図であ
る。
【図１４】図１４は、実施形態３の室外熱交換器の概略斜視図である。
【図１５】図１５は、実施形態３の室外熱交換器を上方から見た一部断面図である。
【図１６】図１６は、実施形態４の室外熱交換器を風上熱交換器ユニットと風下熱交換器
ユニットに分解して示す概略の斜視図である。
【図１７】図１７は、その他の実施形態の室外熱交換器の図７に相当する断面図である。
【図１８】図１８は、蒸発器として機能する従来の熱交換器における冷媒と空気の温度変
化を示す図であって、(Ａ)は従来の熱交換器を上方からみた概略図であり、(Ｂ)は冷媒と
空気の温度変化を示すグラフである。
【図１９】図１９は、蒸発器として機能する従来の熱交換器の概略正面図である。
【図２０】図２０は、蒸発器として機能する従来の熱交換器における冷媒と空気の温度変
化を示す図であって、(Ａ)は従来の熱交換器を上方からみた概略図であり、(Ｂ)は冷媒と
空気の温度変化を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００６７】
　本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下で説明する実施形態お
よび変形例は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、あるいはその用途
の範囲を制限することを意図するものではない。
【００６８】
　《実施形態１》
　実施形態１について説明する。本実施形態の熱交換器は、空気調和機（10）に設けられ
た室外熱交換器（23）である。以下では、先ず空気調和機（10）について説明し、その後
に室外熱交換器（23）について詳細に説明する。
【００６９】
　　－空気調和機－
　空気調和機（10）について、図１を参照しながら説明する。
【００７０】
　　　〈空気調和機の構成〉
　空気調和機（10）は、室外ユニット（11）および室内ユニット（12）を備えている。室
外ユニット（11）と室内ユニット（12）は、液側連絡配管（13）およびガス側連絡配管（
14）を介して互いに接続されている。空気調和機（10）では、室外ユニット（11）、室内
ユニット（12）、液側連絡配管（13）およびガス側連絡配管（14）によって、冷媒回路（
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20）が形成されている。
【００７１】
　冷媒回路（20）には、圧縮機（21）と、四方切換弁（22）と、室外熱交換器（23）と、
膨張弁（24）と、室内熱交換器（25）とが設けられている。圧縮機（21）、四方切換弁（
22）、室外熱交換器（23）、および膨張弁（24）は、室外ユニット（11）に収容されてい
る。室外ユニット（11）には、室外熱交換器（23）へ室外空気を供給するための室外ファ
ン（15）が設けられている。一方、室内熱交換器（25）は、室内ユニット（12）に収容さ
れている。室内ユニット（12）には、室内熱交換器（25）へ室内空気を供給するための室
内ファン（16）が設けられている。
【００７２】
　冷媒回路（20）は、冷媒が充填された閉回路である。冷媒回路（20）において、圧縮機
（21）は、その吐出管が四方切換弁（22）の第１のポートに、その吸入管が四方切換弁（
22）の第２のポートに、それぞれ接続されている。また、冷媒回路（20）では、四方切換
弁（22）の第３のポートから第４のポートへ向かって順に、室外熱交換器（23）と、膨張
弁（24）と、室内熱交換器（25）とが配置されている。この冷媒回路（20）において、室
外熱交換器（23）は、配管（17）を介して膨張弁（24）に接続され、配管（18）を介して
四方切換弁（22）の第３のポートに接続される。
【００７３】
　圧縮機（21）は、スクロール型またはロータリ型の全密閉型圧縮機である。四方切換弁
（22）は、第１のポートが第３のポートと連通し且つ第２のポートが第４のポートと連通
する第１状態（図１に実線で示す状態）と、第１のポートが第４のポートと連通し且つ第
２のポートが第３のポートと連通する第２状態（図１に破線で示す状態）とに切り換わる
。膨張弁（24）は、いわゆる電子膨張弁である。
【００７４】
　室外熱交換器（23）は、室外空気を冷媒と熱交換させる。室外熱交換器（23）について
は後述する。一方、室内熱交換器（25）は、室内空気を冷媒と熱交換させる。室内熱交換
器（25）は、円管である伝熱管を備えたいわゆるクロスフィン型のフィン・アンド・チュ
ーブ熱交換器によって構成されている。
【００７５】
　　　〈空気調和機の運転動作〉
　空気調和機（10）は、冷房運転と暖房運転を選択的に行う。
【００７６】
　冷房運転中の冷媒回路（20）では、四方切換弁（22）を第１状態に設定した状態で、冷
凍サイクルが行われる。この状態では、室外熱交換器（23）、膨張弁（24）、室内熱交換
器（25）の順に冷媒が循環し、室外熱交換器（23）が凝縮器として機能し、室内熱交換器
（25）が蒸発器として機能する。室外熱交換器（23）では、圧縮機（21）から流入したガ
ス冷媒が室外空気へ放熱して凝縮し、凝縮後の冷媒が膨張弁（24）へ向けて流出してゆく
。
【００７７】
　暖房運転中の冷媒回路（20）では、四方切換弁（22）を第２状態に設定した状態で、冷
凍サイクルが行われる。この状態では、室内熱交換器（25）、膨張弁（24）、室外熱交換
器（23）の順に冷媒が循環し、室内熱交換器（25）が凝縮器として機能し、室外熱交換器
（23）が蒸発器として機能する。室外熱交換器（23）には、膨張弁（24）を通過する際に
膨張して気液二相状態となった冷媒が流入する。室外熱交換器（23）へ流入した冷媒は、
室外空気から吸熱して蒸発し、その後に圧縮機（21）へ向けて流出してゆく。
【００７８】
　　－室外熱交換器－
　室外熱交換器（23）について、図２～９を適宜参照しながら説明する。なお、以下の説
明に示す扁平管（31,61）の本数は、単なる一例である。
【００７９】
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　図２に示すように、室外熱交換器（23）は、二列構造の空気熱交換器であり、風上熱交
換器ユニット（30）と風下熱交換器ユニット（60）とを備えている。風上熱交換器ユニッ
ト（30）と風下熱交換器ユニット（60）は、室外熱交換器（23）を通過する空気流の方向
に重なっている。室外熱交換器（23）を通過する空気の流れ方向において、風上熱交換器
ユニット（30）は、風下熱交換器ユニット（60）の上流側に配置されている。
【００８０】
　　　〈風上熱交換器ユニットの構成〉
　図３及び図５にも示すように、風上熱交換器ユニット（30）は、一つの第１風上ヘッダ
集合管（40）と、一つの第２風上ヘッダ集合管（45）と、多数の扁平管（31）と、多数の
フィン（32）とを備えている。第１風上ヘッダ集合管（40）、第２風上ヘッダ集合管（45
）、扁平管（31）及びフィン（32）は、何れもアルミニウム合金製の部材であって、互い
にロウ付けによって接合されている。
【００８１】
　なお、詳しくは後述するが、風上熱交換器ユニット（30）は、上下に二つの領域に区分
されている。そして、風上熱交換器ユニット（30）は、上側の領域が風上主熱交換領域（
35）となり、下側の領域が風上補助熱交換領域（37）となっている。
【００８２】
　第１風上ヘッダ集合管（40）と第２風上ヘッダ集合管（45）は、何れも両端が閉塞され
た細長い円筒状に形成されている。図５において、第１風上ヘッダ集合管（40）は風上熱
交換器ユニット（30）の左端に、第２風上ヘッダ集合管（45）は風上熱交換器ユニット（
30）の右端に、それぞれ起立した状態で設置されている。つまり、第１風上ヘッダ集合管
（40）及び第２風上ヘッダ集合管（45）は、それぞれの軸方向が上下方向となる状態で設
置されている。
【００８３】
　図７に示すように、扁平管（31）は、その断面形状が扁平な長円形となった伝熱管であ
る。図５に示すように、風上熱交換器ユニット（30）において、複数の扁平管（31）は、
それぞれの軸方向が左右方向となり、それぞれの側面のうち平坦な部分が対向する状態で
配置されている。また、複数の扁平管（31）は、互いに一定の間隔をおいて上下に並んで
配置され、互いの軸方向が実質的に平行となっている。各扁平管（31）は、その一端が第
１風上ヘッダ集合管（40）に挿入され、その他端が第２風上ヘッダ集合管（45）に挿入さ
れている。風上熱交換器ユニット（30）に設けられた扁平管（31）は、風上管列（50）を
構成している。
【００８４】
　図７に示すように、各扁平管（31）には、複数の流体通路（175）が形成されている。
各流体通路（175）は、扁平管（31）の軸方向に延びる通路であって、扁平管（31,61）の
幅方向に一列に並んでいる。各流体通路（175）は、扁平管（31）の両端面に開口してい
る。風上熱交換器ユニット（30）へ供給された冷媒は、扁平管（31）の流体通路（175）
を流れる間に空気と熱交換する。
【００８５】
　図７に示すように、フィン（32）は、金属板をプレス加工することによって形成された
縦長の板状フィンである。フィン（32）には、フィン（32）の前縁（即ち、風上側の縁部
）からフィン（32）の幅方向に延びる細長い切り欠き部（186）が、多数形成されている
。フィン（32）では、多数の切り欠き部（186）が、フィン（32）の長手方向（上下方向
）に一定の間隔で形成されている。切り欠き部（186）の風下寄りの部分は、管挿入部（1
87）を構成している。扁平管（31）は、フィン（32）の管挿入部（187）に挿入され、管
挿入部（187）の周縁部とロウ付けによって接合される。また、フィン（32）には、伝熱
を促進するためのルーバー（185）が形成されている。そして、複数のフィン（32）は、
扁平管（31）の軸方向に一定の間隔をおいて配列されている。
【００８６】
　図３及び図５に示すように、風上熱交換器ユニット（30）は、上下に二つの熱交換領域
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（35,37）に区分されている。風上熱交換器ユニット（30）は、上側の熱交換領域が風上
主熱交換領域（35）であり、下側の熱交換領域が風上補助熱交換領域（37）である。
【００８７】
　風上熱交換器ユニット（30）に設けられた扁平管（31）は、風上主熱交換領域（35）に
位置するものが風上主列部（51）を構成し、風上補助熱交換領域（37）に位置するものが
風上補助列部（54）を構成する。つまり、風上管列（50）を構成する扁平管（31）は、そ
の一部が風上補助列部（54）を構成し、残りが風上主列部（51）を構成する。詳しくは後
述するが、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）の本数は、風上主列部（51）を構
成する扁平管（31）の本数よりも少ない。
【００８８】
　風上主熱交換領域（35）は、上下に六つの風上主熱交換部（36a～36f）に区分されてい
る。一方、風上補助熱交換領域（37）は、上下に三つの風上補助熱交換部（38a～38c）に
区分されている。なお、ここに示した風上主熱交換部（36a～36f）及び風上補助熱交換部
（38a～38c）の数は、単なる一例である。
【００８９】
　風上主熱交換領域（35）には、下から上に向かって順に、第１風上主熱交換部（36a）
と、第２風上主熱交換部（36b）と、第３風上主熱交換部（36c）と、第４風上主熱交換部
（36d）と、第５風上主熱交換部（36e）と、第６風上主熱交換部（36f）とが形成されて
いる。各風上主熱交換部（36a～36f）には、十二本の扁平管（31）が設けられている。
【００９０】
　第１風上主熱交換部（36a）に設けられた十二本の扁平管（31）は、第１風上主列ブロ
ック（52a）を構成する。第２風上主熱交換部（36b）に設けられた十二本の扁平管（31）
は、第２風上主列ブロック（52b）を構成する。第３風上主熱交換部（36c）に設けられた
十二本の扁平管（31）は、第３風上主列ブロック（52c）を構成する。第４風上主熱交換
部（36d）に設けられた十二本の扁平管（31）は、第４風上主列ブロック（52d）を構成す
る。第５風上主熱交換部（36e）に設けられた十二本の扁平管（31）は、第５風上主列ブ
ロック（52e）を構成する。第６風上主熱交換部（36f）に設けられた十二本の扁平管（31
）は、第６風上主列ブロック（52f）を構成する。なお、各風上主列ブロック（52a～52f
）を構成する扁平管（31）の本数は、互いに一致していなくてもよい。
【００９１】
　第１風上主列ブロック（52a）及び第２風上主列ブロック（52b）は、第１風上主列ブロ
ック群（53a）を構成する。第３風上主列ブロック（52c）及び第４風上主列ブロック（52
d）は、第２風上主列ブロック群（53b）を構成する。第５風上主列ブロック（52e）及び
第６風上主列ブロック（52f）は、第３風上主列ブロック群（53c）を構成する。
【００９２】
　風上補助熱交換領域（37）には、下から上に向かって順に、第１風上補助熱交換部（38
a）と、第２風上補助熱交換部（38b）と、第３風上補助熱交換部（38c）とが形成されて
いる。各風上補助熱交換部（38a～38c）には、三本の扁平管（31）が設けられている。
【００９３】
　第１風上補助熱交換部（38a）に設けられた三本の扁平管（31）は、第１風上補助列ブ
ロック（55a）を構成する。第２風上補助熱交換部（38b）に設けられた三本の扁平管（31
）は、第２風上補助列ブロック（55b）を構成する。第３風上補助熱交換部（38c）に設け
られた三本の扁平管（31）は、第３風上補助列ブロック（55c）を構成する。なお、各風
上補助列ブロック（55a～55c）を構成する扁平管（31）の本数は、互いに一致していなく
てもよい。
【００９４】
　図５に示すように、第１風上ヘッダ集合管（40）の内部空間は、仕切板（41）によって
上下に仕切られている。第１風上ヘッダ集合管（40）は、仕切板（41）の上側の空間が上
側空間（42）となり、仕切板（41）の下側の空間が下側空間（43）となっている。
【００９５】
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　上側空間（42）は、風上主列部（51）を構成する全ての扁平管（31）と連通する。第１
風上ヘッダ集合管（40）のうち上側空間（42）を形成する部分には、ガス側接続管（102
）が接続されている。このガス側接続管（102）には、冷媒回路（20）を構成する配管（1
8）が接続される。
【００９６】
　第１風上ヘッダ集合管（40）のうち下側空間（43）を形成する部分には、液側接続管（
101）が接続される。この液側接続管（101）には、冷媒回路（20）を構成する配管（17）
が接続される。詳しくは後述するが、第１風上ヘッダ集合管（40）のうち下側空間（43）
を形成する部分は、冷媒を三つの風上補助熱交換部（38a～38c）へ分配するための分流器
（150）を構成する。
【００９７】
　第２風上ヘッダ集合管（45）には、その内部空間を横断する多数の仕切板（46）が設け
られている。第２風上ヘッダ集合管（45）の内部空間は、仕切板（46）によって、風上管
列（50）を構成する扁平管（31）と同数の連結用空間（47）に区画されている。各仕切板
（46）は、上下に隣り合う扁平管（31）の間に配置されている。従って、各連結用空間（
47）は、それぞれが対応する一本の扁平管（31）と連通する。
【００９８】
　　　〈風下熱交換器ユニットの構成〉
　図３及び図６にも示すように、風下熱交換器ユニット（60）は、一つの第１風下ヘッダ
集合管（70）と、一つの第２風下ヘッダ集合管（80）と、多数の扁平管（61）と、多数の
フィン（62）とを備えている。第１風下ヘッダ集合管（70）、第２風下ヘッダ集合管（80
）、扁平管（61）及びフィン（62）は、何れもアルミニウム合金製の部材であって、互い
にロウ付けによって接合されている。
【００９９】
　なお、詳しくは後述するが、風下熱交換器ユニット（60）は、上下に二つの熱交換領域
（65,67）に区分されている。そして、風下熱交換器ユニット（60）は、上側の領域が風
下主熱交換領域（65）となり、下側の領域が風下補助熱交換領域（67）となっている。
【０１００】
　第１風下ヘッダ集合管（70）と第２風下ヘッダ集合管（80）は、何れも両端が閉塞され
た細長い円筒状に形成されている。図６において、第１風下ヘッダ集合管（70）は風下熱
交換器ユニット（60）の左端に、第２風下ヘッダ集合管（80）は風下熱交換器ユニット（
60）の右端に、それぞれ起立した状態で設置されている。つまり、第１風下ヘッダ集合管
（70）及び第２風下ヘッダ集合管（80）は、それぞれの軸方向が上下方向となる状態で設
置されている。
【０１０１】
　図７に示すように、扁平管（61）は、風上熱交換器ユニット（30）の扁平管（31）と同
一形状の伝熱管である。風下熱交換器ユニット（60）へ供給された冷媒は、扁平管（61）
の流体通路（175）を流れる間に空気と熱交換する。
【０１０２】
　図６に示すように、風下熱交換器ユニット（60）において、複数の扁平管（61）は、風
上熱交換器ユニット（30）の扁平管（31）と同様に配列されている。上下に配列された各
扁平管（61）は、その一端が第１風下ヘッダ集合管（70）に挿入され、その他端が第２風
下ヘッダ集合管（80）に挿入されている。風下熱交換器ユニット（60）に設けられた扁平
管（61）は、風下管列（90）を構成している。風下管列（90）を構成する扁平管（61）の
本数は、風上管列（50）を構成する扁平管（31）の本数と等しい。
【０１０３】
　図７に示すように、フィン（62）は、金属板をプレス加工することによって形成された
縦長の板状フィンである。このフィン（62）の形状は、風上熱交換器ユニット（30）のフ
ィン（32）と同じである。つまり、フィン（62）には切り欠き部（186）が形成され、切
り欠き部（186）の一部である管挿入部（187）に扁平管（61）が接合される。また、フィ
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ン（62）には、伝熱を促進するためのルーバー（185）が形成されている。そして、複数
のフィン（62）は、扁平管（61）の軸方向に一定の間隔をおいて配列されている。
【０１０４】
　図３及び図６に示すように、風下熱交換器ユニット（60）は、上下に二つの熱交換領域
（65,67）に区分されている。風下熱交換器ユニット（60）は、上側の熱交換領域が風下
主熱交換領域（65）であり、下側の熱交換領域が風下補助熱交換領域（67）である。
【０１０５】
　風下熱交換器ユニット（60）に設けられた扁平管（61）は、風下主熱交換領域（65）に
位置するものが風下主列部（91）を構成し、風下補助熱交換領域（67）に位置するものが
風下補助列部（94）を構成する。つまり、風下管列（90）を構成する扁平管（61）は、そ
の一部が風下補助列部（94）を構成し、残りが風下主列部（91）を構成する。詳しくは後
述するが、風下補助列部（94）を構成する扁平管（61）の本数は、風下主列部（91）を構
成する扁平管（61）の本数よりも少ない。また、風下主列部（91）を構成する扁平管（61
）の本数は、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）の本数と等しく、風下補助列部（
94）を構成する扁平管（61）の本数は、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）の本
数と等しい。
【０１０６】
　風下主熱交換領域（65）は、上下に六つの風下主熱交換部（66a～66f）に区分されてい
る。一方、風下補助熱交換領域（67）は、上下に三つの風下補助熱交換部（68a～68c）に
区分されている。なお、ここに示した風下主熱交換部（66a～66f）及び風下補助熱交換部
（68a～68c）の数は、単なる一例である。ただし、風下主熱交換部（66a～66f）は風上主
熱交換部（36a～36f）と同数であり、風下補助熱交換部（68a～68c）は風上補助熱交換部
（38a～38c）と同数であるのが望ましい。
【０１０７】
　風下主熱交換領域（65）には、下から上に向かって順に、第１風下主熱交換部（66a）
と、第２風下主熱交換部（66b）と、第３風下主熱交換部（66c）と、第４風下主熱交換部
（66d）と、第５風下主熱交換部（66e）と、第６風下主熱交換部（66f）とが形成されて
いる。各風下主熱交換部（66a～66f）には、十二本の扁平管（61）が設けられている。
【０１０８】
　第１風下主熱交換部（66a）に設けられた十二本の扁平管（61）は、第１風下主列ブロ
ック（92a）を構成する。第２風下主熱交換部（66b）に設けられた十二本の扁平管（61）
は、第２風下主列ブロック（92ｂ）を構成する。第３風下主熱交換部（66c）に設けられ
た十二本の扁平管（61）は、第３風下主列ブロック（92c）を構成する。第４風下主熱交
換部（66d）に設けられた十二本の扁平管（61）は、第４風下主列ブロック（92d）を構成
する。第５風下主熱交換部（66e）に設けられた十二本の扁平管（61）は、第５風下主列
ブロック（92e）を構成する。第６風下主熱交換部（66f）に設けられた十二本の扁平管（
61）は、第６風下主列ブロック（92f）を構成する。
【０１０９】
　なお、各風下主列ブロック（92a～92f）を構成する扁平管（61）の本数は、互いに一致
していなくてもよい。ただし、各風下主列ブロック（92a～92f）を構成する扁平管（61）
の本数が互いに一致しない場合であっても、第１風下主列ブロック（92a）を構成する扁
平管（61）は第１風上主列ブロック（52a）を構成する扁平管（31）と同数であり、第２
風下主列ブロック（92ｂ）を構成する扁平管（61）は第２風上主列ブロック（52b）を構
成する扁平管（31）と同数であり、第３風下主列ブロック（92c）を構成する扁平管（61
）は第３風上主列ブロック（52c）を構成する扁平管（31）と同数であり、第４風下主列
ブロック（92d）を構成する扁平管（61）は第４風上主列ブロック（52d）を構成する扁平
管（31）と同数であり、第５風下主列ブロック（92e）を構成する扁平管（61）は第５風
上主列ブロック（52e）を構成する扁平管（31）と同数であり、第６風下主列ブロック（9
2f）を構成する扁平管（61）は第６風上主列ブロック（52f）を構成する扁平管（31）と
同数であるのが望ましい。
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【０１１０】
　第１風下主列ブロック（92a）及び第２風下主列ブロック（92ｂ）は、第１風下主列ブ
ロック群（93a）を構成する。第３風下主列ブロック（92c）及び第４風下主列ブロック（
92d）は、第２風下主列ブロック群（93b）を構成する。第５風下主列ブロック（92e）及
び第６風下主列ブロック（92f）は、第３風下主列ブロック群（93c）を構成する。
【０１１１】
　風下補助熱交換領域（67）には、下から上に向かって順に、第１風下補助熱交換部（68
a）と、第２風下補助熱交換部（68b）と、第３風下補助熱交換部（68c）とが形成されて
いる。各風下補助熱交換部（68a～68c）には、三本の扁平管（61）が設けられている。
【０１１２】
　第１風下補助熱交換部（68a）に設けられた三本の扁平管（61）は、第１風下補助列ブ
ロック（95a）を構成する。第２風下補助熱交換部（68b）に設けられた三本の扁平管（61
）は、第２風下補助列ブロック（95b）を構成する。第３風下補助熱交換部（68c）に設け
られた三本の扁平管（61）は、第３風下補助列ブロック（95c）を構成する。
【０１１３】
　なお、各風下補助列ブロック（95a～95c）を構成する扁平管（61）の本数は、互いに一
致していなくてもよい。ただし、各風下補助列ブロック（95a～95c）を構成する扁平管（
61）の本数が互いに一致しない場合であっても、第１風下補助列ブロック（95a）を構成
する扁平管（61）は第１風上補助列ブロック（55a）を構成する扁平管（31）と同数であ
り、第２風下補助列ブロック（95b）を構成する扁平管（61）は第２風上補助列ブロック
（55b）を構成する扁平管（31）と同数であり、第３風下補助列ブロック（95c）を構成す
る扁平管（61）は第３風上補助列ブロック（55c）を構成する扁平管（31）と同数である
のが望ましい。
【０１１４】
　図６に示すように、第１風下ヘッダ集合管（70）の内部空間は、仕切板（71）によって
上下に仕切られている。第１風下ヘッダ集合管（70）は、仕切板（71）の上側の空間が上
側空間（72）となり、仕切板（71）の下側の空間が下側空間（73）となっている。
【０１１５】
　上側空間（72）は、五枚の仕切板（74）によって、六つの主連通空間（75a～75f）に仕
切られている。つまり、第１風下ヘッダ集合管（70）における仕切板（71）の上側には、
下から上へ向かって順に、第１主連通空間（75a）と、第２主連通空間（75b）と、第３主
連通空間（75c）と、第４主連通空間（75d）と、第５主連通空間（75e）と、第６主連通
空間（75f）とが形成されている。
【０１１６】
　第１主連通空間（75a）には、第１風下主列ブロック（92a）を構成する十二本の扁平管
（61）が連通する。第２主連通空間（75b）には、第２風下主列ブロック（92ｂ）を構成
する十二本の扁平管（61）が連通する。第３主連通空間（75c）には、第３風下主列ブロ
ック（92c）を構成する十二本の扁平管（61）が連通する。第４主連通空間（75d）には、
第４風下主列ブロック（92d）を構成する十二本の扁平管（61）が連通する。第５主連通
空間（75e）には、第５風下主列ブロック（92e）を構成する十二本の扁平管（61）が連通
する。第６主連通空間（75f）には、第６風下主列ブロック（92f）を構成する十二本の扁
平管（61）が連通する。
【０１１７】
　下側空間（73）は、二枚の仕切板（76）によって、三つの補助連通空間（77a～77c）に
仕切られている。つまり、第１風下ヘッダ集合管（70）における仕切板（71）の下側には
、下から上へ向かって順に、第１補助連通空間（77a）と、第２補助連通空間（77b）と、
第３補助連通空間（77c）とが形成されている。
【０１１８】
　第１補助連通空間（77a）には、第１風下補助列ブロック（95a）を構成する三本の扁平
管（61）が連通する。第２補助連通空間（77b）には、第２風下補助列ブロック（95b）を
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構成する三本の扁平管（61）が連通する。第３補助連通空間（77c）には、第３風下補助
列ブロック（95c）を構成する三本の扁平管（61）が連通する。
【０１１９】
　第１風下ヘッダ集合管（70）には、三本の接続用配管（110,120,130）が取り付けられ
ている。各接続用配管（110,120,130）は、一つの主管部（111,121,131）と、主管部（11
1,121,131）の端部に接続する二つの分岐管部（112a,112b,122a,122b,132a,132b）とを備
えている。
【０１２０】
　第１接続用配管（110）は、第１風下補助列ブロック（95a）と第１風下主列ブロック群
（93a）とを接続する。具体的に、第１接続用配管（110）は、主管部（111）の開口端が
第１補助連通空間（77a）と連通し、一方の分岐管部（112a）の開口端が第１主連通空間
（75a）と連通し、他方の分岐管部（112b）の開口端が第２主連通空間（75b）と連通する
。従って、第１補助連通空間（77a）は、第１風下主列ブロック（92a）に対応する第１主
連通空間（75a）と、第２風下主列ブロック（92ｂ）に対応する第２主連通空間（75b）の
両方に接続される。
【０１２１】
　第２接続用配管（120）は、第２風下補助列ブロック（95b）と第２風下主列ブロック群
（93b）とを接続する。具体的に、第２接続用配管（120）は、主管部（121）の開口端が
第２補助連通空間（77b）と連通し、一方の分岐管部（122a）の開口端が第３主連通空間
（75c）と連通し、他方の分岐管部（122b）の開口端が第４主連通空間（75d）と連通する
。従って、第２補助連通空間（77b）は、第３風下主列ブロック（92c）に対応する第３主
連通空間（75c）と、第４風下主列ブロック（92d）に対応する第４主連通空間（75d）の
両方に接続される。
【０１２２】
　第３接続用配管（130）は、第３風下補助列ブロック（95c）と第３風下主列ブロック群
（93c）とを接続する。具体的に、第３接続用配管（130）は、主管部（131）の開口端が
第３補助連通空間（77c）と連通し、一方の分岐管部（132a）の開口端が第５主連通空間
（75e）と連通し、他方の分岐管部（132b）の開口端が第６主連通空間（75f）と連通する
。従って、第３補助連通空間（77c）は、第５風下主列ブロック（92e）に対応する第５主
連通空間（75e）と、第６風下主列ブロック（92f）に対応する第６主連通空間（75f）の
両方に接続される。
【０１２３】
　第２風下ヘッダ集合管（80）には、その内部空間を横断する多数の仕切板（81）が設け
られている。第２風下ヘッダ集合管（80）の内部空間は、仕切板（81）によって、風下管
列（90）を構成する扁平管（61）と同数の連結用空間（82）に区画されている。各仕切板
（81）は、上下に隣り合う扁平管（61）の間に配置されている。従って、各連結用空間（
82）は、それぞれが対応する一本の扁平管（61）と連通する。
【０１２４】
　図８に示すように、第２風下ヘッダ集合管（80）は、風上管列（50）を構成する扁平管
（31）及び風下管列（90）を構成する扁平管（61）と同数の連結管（105）を介して第２
風上ヘッダ集合管（45）に接続されている。連結管（105）は、比較的短い円管である。
各連結管（105）は、第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）と第２風下ヘッダ
集合管（80）の各連結用空間（82）を一つずつ個別に連通させる。
【０１２５】
　　　〈分流器の構成〉
　上述したように、第１風上ヘッダ集合管（40）のうち下側空間（43）を形成する部分は
、分流器（150）を構成する。この分流器（150）は、室外熱交換器（23）が蒸発器として
機能する場合に、室外熱交換器（23）へ供給された気液二相状態の冷媒を三つの風上補助
熱交換部（38a～38c）へ分配する。ここでは、分流器（150）について、図９を参照しな
がら説明する。
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【０１２６】
　下側空間（43）には、二枚の横仕切板（160,162）と、一枚の縦仕切板（164）とが設け
られている。下側空間（43）は、二枚の横仕切板（160,162）と一枚の縦仕切板（164）と
によって、三つの連通室（151～153）と一つの混合室（154）と二つの中間室（155,156,
）に仕切られる。
【０１２７】
　具体的に、各横仕切板（160,162）は、下側空間（43）を横断するように配置され、下
側空間（43）を上下に仕切る。下側横仕切板（160）は、第１風上補助列ブロック（55a）
と第２風上補助列ブロック（55b）の間に配置され、上側横仕切板（162）は、第２風上補
助列ブロック（55b）と第３風上補助列ブロック（55c）の間に配置される。縦仕切板（16
4）は、細長い長方形板状の部材である。縦仕切板（164）は、第１風上ヘッダ集合管（40
）の軸方向に沿って配置され、下側空間（43）を扁平管（31）側と液側接続管（101）側
に仕切る。
【０１２８】
　下側空間（43）のうち下側横仕切板（160）の下側の部分は、縦仕切板（164）によって
、扁平管（31）側の第１連通室（151）と液側接続管（101）側の下側中間室（155）に仕
切られる。第１連通室（151）は、第１風上補助列ブロック（55a）を構成する三本の扁平
管（31）と連通する。
【０１２９】
　下側空間（43）のうち下側横仕切板（160）と上側横仕切板（162）の間の部分は、縦仕
切板（164）によって、扁平管（31）側の第２連通室（152）と液側接続管（101）側の混
合室（154）に仕切られる。第２連通室（152）は、第２風上補助列ブロック（55b）を構
成する三本の扁平管（61）と連通する。混合室（154）は、液側接続管（101）と連通する
。
【０１３０】
　下側空間（43）のうち上側横仕切板（162）よりも上側の部分は、縦仕切板（164）によ
って、扁平管（31）側の第３連通室（153）と液側接続管（101）側の上側中間室（156）
に仕切られる。第３連通室（153）は、第３風上補助列ブロック（55c）を構成する三本の
扁平管（31）と連通する。
【０１３１】
　縦仕切板（164）の上部と下部には、連通孔（165a,165b）が一つずつ形成されている。
各連通孔（165a,165b）は、横長の長方形状の貫通孔である。縦仕切板（164）の下部の連
通孔（165b）は、縦仕切板（164）のうち下側横仕切板（160）よりも下側の部分の下端付
近に形成され、第１連通室（151）を下側中間室（155）と連通させる。縦仕切板（164）
の上部の連通孔（165a）は、縦仕切板（164）のうち上側横仕切板（162）よりも上側の部
分の下端付近に形成され、第３連通室（153）を上側中間室（156）と連通させる。
【０１３２】
　下側横仕切板（160）は、混合室（154）に面する部分に流量調節孔（161）が形成され
ている。第１連通室（151）は、この流量調節孔（161）を介して混合室（154）と連通す
る。上側横仕切板（162）は、混合室（154）に面する部分に流量調節孔（163）が形成さ
れている。第３連通室（153）は、この流量調節孔（163）を介して混合室（154）と連通
する。縦仕切板（164）は、混合室（154）に面する部分の下端付近に流量調節孔（166）
が形成されている。第２連通室（152）は、この流量調節孔（166）を介して混合室（154
）と連通する。
【０１３３】
　分流器（150）において、下側横仕切板（160）の流量調節孔（161）と、上側横仕切板
（162）の流量調節孔（163）と、縦仕切板（164）の流量調節孔（166）とは、比較的小径
の円形の貫通孔である。分流器（150）は、各風上補助列ブロック（55a～55c）へ冷媒が
所定の割合で分配されるように、これら流量調節孔（161,163,166）の開口面積（具体的
には、直径）が設定されている。
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【０１３４】
　　　〈室外熱交換器における冷媒の流れ／蒸発器の場合〉
　空気調和機（10）の暖房運転中には、室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する。暖
房運転中における室外熱交換器（23）での冷媒の流れを説明する。なお、以下の説明に示
す冷媒と空気の温度は、いずれも単なる一例である。
【０１３５】
　室外熱交換器（23）には、膨張弁（24）を通過する際に膨張して気液二相状態となった
冷媒が、配管（17）を通じて供給される。図３に示すように、配管（17）から液側接続管
（101）へ供給された冷媒は、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）と、風下補助
列部（94）を構成する扁平管（61）と、風下主列部（91）を構成する扁平管（61）と、風
上主列部（51）を構成する扁平管（31）とを順に通過し、ガス側接続管（102）を通って
配管（18）へ流出してゆく。
【０１３６】
　室外熱交換器（23）における冷媒の流れを詳しく説明する。
【０１３７】
　図５に示すように、液側接続管（101）から混合室（154）へ流入した気液二相状態の冷
媒は、三つの連通室（151～153）に分配され、その後、各連通室（151～153）に対応する
風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）へ流入する。風上補助列ブロック（55a
～55c）の扁平管（31）を流れる冷媒は、室外熱交換器（23）へ供給された室外空気と熱
交換する。各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第２風
上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）と連結管（105）とを順に通って第２風下ヘッ
ダ集合管（80）の連結用空間（82）へ流入する。
【０１３８】
　図６に示すように、第２風下ヘッダ集合管（80）の連結用空間（82）へ流入した冷媒は
、風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61）へ流入する。
【０１３９】
　上述したように、各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）と各風下補助列ブ
ロック（95a～95c）の扁平管（61）とは、連結管（105）を介して一本ずつ個別に接続さ
れている（図８を参照）。従って、第１風上補助列ブロック（55a）の扁平管（31）を通
過した冷媒は、第１風下補助列ブロック（95a）の扁平管（61）へ流入する。また、第２
風上補助列ブロック（55b）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第２風下補助列ブロック
（95b）の扁平管（61）へ流入する。また、第３風上補助列ブロック（55c）の扁平管（31
）を通過した冷媒は、第３風下補助列ブロック（95c）の扁平管（61）へ流入する。
【０１４０】
　各風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61）を流れる冷媒は、風上補助熱交換領
域（37）を通過した室外空気と熱交換する。各風下補助列ブロック（95a～95c）の三本の
扁平管（61）を通過した冷媒は、各風下補助列ブロック（95a～95c）に対応する第１風下
ヘッダ集合管（70）の補助連通空間（77a～77c）へ入って合流する。
【０１４１】
　第１補助連通空間（77a）から第１接続用配管（110）の主管部（111）へ流入した冷媒
は、その一部が一方の分岐管部（112a）を通って第１主連通空間（75a）へ、残りが他方
の分岐管部（112b）を通って第２主連通空間（75b）へ、それぞれ流入する。第２補助連
通空間（77b）から第２接続用配管（120）の主管部（121）へ流入した冷媒は、その一部
が一方の分岐管部（122a）を通って第３主連通空間（75c）へ、残りが他方の分岐管部（1
22b）を通って第４主連通空間（75d）へ、それぞれ流入する。第３補助連通空間（77c）
から第３接続用配管（130）の主管部（131）へ流入した冷媒は、その一部が一方の分岐管
部（132a）を通って第５主連通空間（75e）へ、残りが他方の分岐管部（132b）を通って
第６主連通空間（75f）へ、それぞれ流入する。
【０１４２】
　第１風下ヘッダ集合管（70）の各主連通空間（75a～75f）へ流入した冷媒は、各主連通
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空間（75a～75f）に対応する風下主列ブロック（92a～92f）の十二本の扁平管（61）へ分
かれて流入する。第１主連通空間（75a）の冷媒は、第１風下主列ブロック（92a）を構成
する扁平管（61）へ流入する。第２主連通空間（75b）の冷媒は、第２風下主列ブロック
（92ｂ）を構成する扁平管（61）へ流入する。第３主連通空間（75c）の冷媒は、第３風
下主列ブロック（92c）を構成する扁平管（61）へ流入する。第４主連通空間（75d）の冷
媒は、第４風下主列ブロック（92d）を構成する扁平管（61）へ流入する。第５主連通空
間（75e）の冷媒は、第５風下主列ブロック（92e）を構成する扁平管（61）へ流入する。
第６主連通空間（75f）の冷媒は、第６風下主列ブロック（92f）を構成する扁平管（61）
へ流入する。
【０１４３】
　各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）を流れる冷媒は、風上主熱交換領域（
35）を通過した室外空気と熱交換する。各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）
を通過した冷媒は、第２風下ヘッダ集合管（80）の連結用空間（82）と連結管（105）と
順に通って第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）へ流入する。
【０１４４】
　図５に示すように、第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）へ流入した冷媒は
、風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）へ流入する。
【０１４５】
　上述したように、各風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）と各風下主列ブロッ
ク（92a～92f）の扁平管（61）とは、連結管（105）を介して一本ずつ個別に接続されて
いる（図８を参照）。従って、第１風下主列ブロック（92a）の扁平管（61）を通過した
冷媒は、第１風上主列ブロック（52a）の扁平管（31）へ流入する。また、第２風下主列
ブロック（92b）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第２風上主列ブロック（52b）の扁平
管（31）へ流入する。また、第３風下主列ブロック（92c）の扁平管（61）を通過した冷
媒は、第３風上主列ブロック（52c）の扁平管（31）へ流入する。また、第４風下主列ブ
ロック（92d）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第４風上主列ブロック（52d）の扁平管
（31）へ流入する。また、第５風下主列ブロック（92e）の扁平管（61）を通過した冷媒
は、第５風上主列ブロック（52e）の扁平管（31）へ流入する。また、第６風下主列ブロ
ック（92f）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第６風上主列ブロック（52f）の扁平管（
31）へ流入する。
【０１４６】
　各風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）を流れる冷媒は、室外熱交換器（23）
へ供給された室外空気と熱交換する。各風上主列ブロック（52a～52f）の十二本の扁平管
（31）を通過した冷媒は、第１風上ヘッダ集合管（40）の上側空間（42）へ入って合流し
、その後にガス側接続管（102）を通って室外熱交換器（23）から流出してゆく。
【０１４７】
　　　〈室外熱交換器における冷媒と空気の温度変化／蒸発器の場合〉
　蒸発器として機能する室外熱交換器（23）における空気と冷媒の温度変化の一例を、図
１０に示す。
【０１４８】
　図１０に示すように、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）には、飽和温度２℃
の気液二相状態の冷媒が流入する。冷媒の飽和温度は、冷媒が扁平管（31,61）を通過す
る際の圧力損失に起因して０℃にまで次第に低下する。そして、冷媒は、風上主列部（51
）を構成する扁平管（31）の途中でガス単相状態となり、その温度が１℃にまで上昇して
風上主列部（51）を構成する扁平管（31）から流出する。
【０１４９】
　一方、風上補助列部（54）が設けられた風上補助熱交換領域（37）と風上主列部（51）
が設けられた風上主熱交換領域（35）とには、７℃の空気が流入する。また、風下補助列
部（94）が設けられた風下補助熱交換領域（67）には、風上補助熱交換領域（37）を通過
する際に冷却された４℃の空気が流入し、風下主列部（91）が設けられた風下主熱交換領
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域（65）には、風上主熱交換領域（35）を通過する際に冷却された３℃の空気が流入する
。
【０１５０】
　このように、本実施形態の室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合は、室外熱
交換器（23）の全体において冷媒の温度が空気の温度よりも低くなり、冷媒が空気から吸
収する熱量（即ち、冷媒の吸熱量）が確保される。
【０１５１】
　ここで、本実施形態の室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、各風下補助列
ブロック（95a～95c）を通過した冷媒は、第１風下ヘッダ集合管（70）の主連通空間（75
a～75f）へ一旦流入し、その後に風下主列ブロック（92a～92f）を構成する十二本の扁平
管（61）（即ち、上下に並んだ複数の扁平管（61））へ分配される。その際、風下主列ブ
ロック（92a～92f）を構成する各扁平管（61）へ流入する冷媒の湿り度は必ずしも均一で
はなく、一部の扁平管（61）へは湿り度の低い冷媒が流入する可能性がある。
【０１５２】
　しかし、風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）を通過する冷媒と熱交換する空
気は、風上主熱交換領域（35）を通過する冷媒によって既に冷却された空気である。この
ため、風下主熱交換領域（65）における冷媒と空気の温度差は、風上主熱交換領域（35）
における冷媒と空気の温度差よりも小さくなる。従って、風下主列ブロック（92a～92f）
の扁平管（61）のうち湿り度の低い冷媒が流入するものにおいても、通常、冷媒はその扁
平管（61）の全長に亘って気液二相状態に保たれる。その結果、上述したように、蒸発器
として機能する室外熱交換器（23）の全体において、冷媒の温度が空気の温度よりも低く
なる。
【０１５３】
　　　〈室外熱交換器における冷媒の流れ／凝縮器の場合〉
　空気調和機（10）の冷房運転中には、室外熱交換器（23）が凝縮器として機能する。冷
房運転中における室外熱交換器（23）での冷媒の流れを説明する。
【０１５４】
　室外熱交換器（23）には、圧縮機（21）から吐出されたガス冷媒が、配管（18）を通じ
て供給される。図４に示すように、配管（18）からガス側接続管（102）へ供給された冷
媒は、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）と、風下主列部（91）を構成する扁平管
（61）と、風下補助列部（94）を構成する扁平管（61）と、風上補助列部（54）を構成す
る扁平管（31）とを順に通過し、液側接続管（101）を通って配管（17）へ流出してゆく
。
【０１５５】
　室外熱交換器（23）における冷媒の流れを詳しく説明する。
【０１５６】
　図５に示すように、ガス側接続管（102）から第１風上ヘッダ集合管（40）の上側空間
（42）へ流入したガス単相状態の冷媒は、各風上主列ブロックを構成する扁平管（31）へ
分かれて流入する。風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）を流れる冷媒は、室外
熱交換器（23）へ供給された室外空気と熱交換する。各風上主列ブロック（52a～52f）の
扁平管（31）を通過した冷媒は、第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）と連結
管（105）とを順に通って第２風下ヘッダ集合管（80）の連結用空間（82）へ流入する。
【０１５７】
　図６に示すように、第２風下ヘッダ集合管（80）の連結用空間（82）へ流入した冷媒は
、風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）へ流入する。
【０１５８】
　上述したように、各風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）と各風下主列ブロッ
ク（92a～92f）の扁平管（61）とは、連結管（105）を介して一本ずつ個別に接続されて
いる（図８を参照）。従って、第１風上主列ブロック（52a）の扁平管（31）を通過した
冷媒は、第１風下主列ブロック（92a）の扁平管（61）へ流入する。また、第２風上主列
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ブロック（52b）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第２風下主列ブロック（92b）の扁平
管（61）へ流入する。また、第３風上主列ブロック（52c）の扁平管（31）を通過した冷
媒は、第３風下主列ブロック（92c）の扁平管（61）へ流入する。また、第４風上主列ブ
ロック（52d）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第４風下主列ブロック（92d）の扁平管
（61）へ流入する。また、第５風上主列ブロック（52e）の扁平管（31）を通過した冷媒
は、第５風下主列ブロック（92e）の扁平管（61）へ流入する。また、第６風上主列ブロ
ック（52f）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第６風下主列ブロック（92f）の扁平管（
61）へ流入する。
【０１５９】
　各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）を流れる冷媒は、風上主熱交換領域（
35）を通過した室外空気と熱交換する。各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）
を通過した冷媒は、第１風下ヘッダ集合管（70）の対応する主連通空間（75a～75f）へ流
入する。第１風下主列ブロック（92a）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第１主連通空
間（75a）へ入って合流する。第２風下主列ブロック（92ｂ）の扁平管（61）を通過した
冷媒は、第２主連通空間（75b）へ入って合流する。第３風下主列ブロック（92c）の扁平
管（61）を通過した冷媒は、第３主連通空間（75c）へ入って合流する。第４風下主列ブ
ロック（92d）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第４主連通空間（75d）へ入って合流す
る。第５風下主列ブロック（92e）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第５主連通空間（7
5e）へ入って合流する。第６風下主列ブロック（92f）の扁平管（61）を通過した冷媒は
、第６主連通空間（75f）へ入って合流する。
【０１６０】
　第１主連通空間（75a）及び第２主連通空間（75b）の冷媒は、第１接続用配管（110）
を通って第１補助連通空間（77a）へ流入する。第３主連通空間（75c）及び第４主連通空
間（75d）の冷媒は、第２接続用配管（120）を通って第２補助連通空間（77b）へ流入す
る。第５主連通空間（75e）及び第６主連通空間（75f）の冷媒は、第３接続用配管（130
）を通って第３補助連通空間（77c）へ流入する。
【０１６１】
　各補助連通空間（77a～77c）の冷媒は、対応する風下補助列ブロック（95a～95c）の扁
平管（61）へ流入する。第１補助連通空間（77a）の冷媒は、第１風下補助列ブロック（9
5a）の扁平管（61）へ流入する。第２補助連通空間（77b）の冷媒は、第２風下補助列ブ
ロック（95b）の扁平管（61）へ流入する。第３補助連通空間（77c）の冷媒は、第３風下
補助列ブロック（95c）の扁平管（61）へ流入する。
【０１６２】
　各風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61）を流れる冷媒は、風上補助熱交換領
域（37）を通過した室外空気と熱交換する。各風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管
（61）を通過した冷媒は、第２風下ヘッダ集合管（80）の連結用空間（82）と連結管（10
5）と順に通って第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）へ流入する。
【０１６３】
　図５に示すように、第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）へ流入した冷媒は
、風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）へ流入する。
【０１６４】
　上述したように、各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）と各風下補助列ブ
ロック（95a～95c）の扁平管（61）とは、連結管（105）を介して一本ずつ個別に接続さ
れている（図８を参照）。従って、第１風下補助列ブロック（95a）の扁平管（61）を通
過した冷媒は、第１風上補助列ブロック（55a）の扁平管（31）へ流入する。また、第２
風下補助列ブロック（95b）の扁平管（61）を通過した冷媒は、第２風上補助列ブロック
（55b）の扁平管（31）へ流入する。また、第３風下補助列ブロック（95c）の扁平管（61
）を通過した冷媒は、第３風上補助列ブロック（55c）の扁平管（31）へ流入する。
【０１６５】
　風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）を流れる冷媒は、室外熱交換器（23）
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へ供給された室外空気と熱交換する。各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管（31）
を通過した冷媒は、対応する連通室（151～153）へ流入する。第１風上補助列ブロック（
55a）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第１連通室（151）へ入って合流する。第２風上
補助列ブロック（55b）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第２連通室（152）へ入って合
流する。第３風上補助列ブロック（55c）の扁平管（31）を通過した冷媒は、第３連通室
（153）へ入って合流する。各連通室（151～153）の冷媒は、混合室（154）へ入って合流
し、その後に液側接続管（101）を通って室外熱交換器（23）から流出してゆく。
【０１６６】
　　　〈室外熱交換器における冷媒と空気の温度変化／凝縮器の場合〉
　凝縮器として機能する室外熱交換器（23）における空気と冷媒の温度変化の一例を、図
１１に示す。
【０１６７】
　図１１に示すように、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）には、５５℃の過熱状
態のガス冷媒が流入する。この冷媒は、風上主列部（51）を構成する扁平管（31）の途中
で５０℃の飽和状態のガス冷媒となり、その後に次第に凝縮してゆく。冷媒の飽和温度は
、冷媒が扁平管（31,61）を通過する際の圧力損失に起因して４９℃にまで次第に低下す
る。そして、冷媒は、風上補助列部（54）を構成する扁平管（31）の途中で液単相状態と
なり、その温度が４２℃にまで低下して風下補助列部（94）を構成する扁平管（31）から
流出する。
【０１６８】
　一方、風上補助列部（54）が設けられた風上補助熱交換領域（37）と風上主列部（51）
が設けられた風上主熱交換領域（35）には、３５℃の空気が流入する。また、風下主列部
（91）が設けられた風下主熱交換領域（65）には、風上主熱交換領域（35）を通過する際
に加熱された４５℃の空気が流入し、風下補助列部（94）が設けられた風下補助熱交換領
域（67）には、風上補助熱交換領域（37）を通過する際に加熱された４０℃の空気が流入
する。
【０１６９】
　このように、本実施形態の室外熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合は、室外熱
交換器（23）の全体において冷媒の温度が空気の温度よりも高くなり、冷媒が空気へ放出
する熱量（即ち、冷媒の放熱量）が確保される。
【０１７０】
　　－実施形態１の効果－
　本実施形態の室外熱交換器（23）では、冷媒の流通経路において、風上補助列部（54）
と、風下補助列部（94）と、第１風下ヘッダ集合管（70）と、風下主列部（91）と、風上
主列部（51）とが直列に配置されている。
【０１７１】
　本実施形態の室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合には、風上補助列部（54
）から風上主列部（51）へ順に冷媒が流れる。つまり、冷媒は、風下主列部（91）の扁平
管（61）を通過後に、風上主列部（51）の扁平管（31）を通過する。風下主列部（91）の
扁平管（61）を流れる冷媒は、風上主熱交換領域（35）において冷却された空気と熱交換
する。このため、上述したように、風下主列部（91）の扁平管（61）のうち湿り度の低い
冷媒が流入するものにおいても、通常、冷媒はその扁平管（61）の全長に亘って気液二相
状態に保たれる。従って、本実施形態の室外熱交換器（23）では、その全体において冷媒
の温度が空気の温度よりも低くなり（図１０を参照）、その結果、冷媒の吸熱量を充分に
確保することが可能となる。
【０１７２】
　また、本実施形態の室外熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合には、風上主列部
（51）から風上補助列部（54）へ順に冷媒が流れる。このため、本実施形態の室外熱交換
器（23）では、その全体において冷媒の温度が空気の温度よりも高くなり（図１１を参照
）、その結果、冷媒の放熱量を充分に確保することが可能となる。
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【０１７３】
　このように、本実施形態によれば、風上管列（50）と風下管列（90）を有する室外熱交
換器（23）において、蒸発器としての性能と凝縮器としての性能とを両立させることが可
能となる。
【０１７４】
　ここで、本実施形態の室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、室外熱交換器
（23）へ供給された気液二相状態の冷媒は、風上補助列部（54）と風下補助列部（94）を
順に通過した後に、風下主列部（91）の各扁平管（61）へ分配される。
【０１７５】
　一方、風上補助列部（54）と風下補助列部（94）は、風下主列部（91）よりも大幅に少
ない本数の扁平管（31,61）によって構成される。また、室外ファン（15）の配置の関係
上、通常、室外熱交換器（23）の下端付近を通過する空気の流量は比較的少ない。このた
め、風上補助列部（54）と風下補助列部（94）を通過する間における冷媒の吸熱量は比較
的少なく、従って、その間における冷媒の湿り度の低下幅は比較的小さい。
【０１７６】
　このように、本実施形態の室外熱交換器（23）では、風下補助列部（94）から風下主列
部（91）へ流入する冷媒が、比較的湿り度の高い状態に保たれる。一般に、上下に並んだ
複数の扁平管に気液二相状態の冷媒を分配する場合、その冷媒の湿り度が大きいほど、各
扁平管へ流入する冷媒の湿り度の差が小さくなり、各扁平管へ流入する冷媒の質量流量の
差も小さくなる傾向がある。従って、本実施形態の室外熱交換器（23）のように補助列部
（54,94）を通過した冷媒が風下主列部（91）へ流入する場合であっても、風下主列部（9
1）の各扁平管（61）へ流入する冷媒の湿り度および質量流量の差は、室外熱交換器（23
）へ供給された気液二相状態の冷媒が風下主列部（91）へ直接に流入する場合とそれほど
変わらない程度に抑えられる。
【０１７７】
　また、本実施形態の室外熱交換器（23）において、対になった風上主列ブロック（52a
～52f）と風下主列ブロック（92a～92f）は、それぞれを構成する扁平管（31,61）が一本
ずつ個別に接続される。このため、室外熱交換器（23）における冷媒の流通経路において
冷媒を複数の扁平管（31,61）へ分配する回数を減らすことができ、その結果、各扁平管
（31,61）を流れる冷媒の質量流量を均一化するのが容易となる。
【０１７８】
　また、本実施形態の室外熱交換器（23）において、対になった風上補助列ブロック（55
a～55c）と風下補助列ブロック（95a～95c）は、それぞれを構成する扁平管（31,61）が
一本ずつ個別に接続される。このため、室外熱交換器（23）における冷媒の流通経路にお
いて冷媒を複数の扁平管（31,61）へ分配する回数を減らすことができ、その結果、各扁
平管（31,61）を流れる冷媒の質量流量を均一化するのが容易となる。
【０１７９】
　また、本実施形態の室外熱交換器（23）では、一つの風下補助列ブロック（95a～95c）
と対になった風下主列ブロック群（93a～93c）が、複数の風下主列ブロック（92a～92f）
によって構成される。このため、一つの風下補助列ブロック（95a～95c）が一つの風下主
列ブロック（92a～92f）と対になる場合に比べて、各風下主列ブロック（92a～92f）を構
成する扁平管（61）の本数が少なくなり、その結果、風下主列ブロック（92a～92f）と対
になった主連通空間（75a～75f）の高さが低くなる。
【０１８０】
　一方、主連通空間（75a～75f）の高さが低いほど、主連通空間（75a～75f）の上端寄り
の扁平管（61）へ流入する冷媒の質量流量と、その下端寄りの扁平管（61）へ流入する冷
媒の質量流量との差が小さくなる。従って、本実施形態によれば、室外熱交換器（23）が
蒸発器として機能する場合に、風下主列ブロック（92a～92f）を構成する各扁平管（61）
へ流入する冷媒の質量流量の差を縮小することができる。
【０１８１】
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　《実施形態２》
　実施形態２について説明する。本実施形態の室外熱交換器（23）は、実施形態１の室外
熱交換器（23）において、第２風上ヘッダ集合管（45）及び第２風下ヘッダ集合管（80）
の構造を変更したものである。ここでは、本実施形態の室外熱交換器（23）について、実
施形態１の室外熱交換器（23）と異なる点を説明する。
【０１８２】
　図１２に示すように、本実施形態の第２風上ヘッダ集合管（45）には、仕切板（46）が
八枚だけ設けられている。第２風上ヘッダ集合管（45）において、仕切板（46）は、第１
風上補助熱交換部（38a）と第２風上補助熱交換部（38b）の境界と、第２風上補助熱交換
部（38b）と第３風上補助熱交換部（38c）の境界と、第３風上補助熱交換部（38c）と第
１風上主熱交換部（36a）の境界と、第１風上主熱交換部（36a）と第２風上主熱交換部（
36b）の境界と、第２風上主熱交換部（36b）と第３風上主熱交換部（36c）の境界と、第
３風上主熱交換部（36c）と第４風上主熱交換部（36d）の境界と、第４風上主熱交換部（
36d）と第５風上主熱交換部（36e）の境界と、第５風上主熱交換部（36e）と第６風上主
熱交換部（36f）の境界とに、一枚ずつ配置されている。
【０１８３】
　第２風上ヘッダ集合管（45）の内部空間は、八枚の仕切板（46）によって、三つの補助
連結空間（49a～49c）と六つの主連結空間（48a～48f）とに仕切られる。
【０１８４】
　第１補助連結空間（49a）は、第１風上補助列ブロック（55a）を構成する全ての扁平管
（31）と連通する。第２補助連結空間（49b）は、第２風上補助列ブロック（55b）を構成
する全ての扁平管（31）と連通する。第３補助連結空間（49c）は、第３風上補助列ブロ
ック（55c）を構成する全ての扁平管（31）と連通する。
【０１８５】
　第１主連結空間（48a）は、第１風上主列ブロック（52a）を構成する全ての扁平管（31
）と連通する。第２主連結空間（48b）は、第２風上主列ブロック（52b）を構成する全て
の扁平管（31）と連通する。第３主連結空間（48c）は、第３風上主列ブロック（52c）を
構成する全ての扁平管（31）と連通する。第４主連結空間（48d）は、第４風上主列ブロ
ック（52d）を構成する全ての扁平管（31）と連通する。第５主連結空間（48e）は、第５
風上主列ブロック（52e）を構成する全ての扁平管（31）と連通する。第６主連結空間（4
8f）は、第６風上主列ブロック（52f）を構成する全ての扁平管（31）と連通する。
【０１８６】
　図１３に示すように、本実施形態の第２風下ヘッダ集合管（80）には、仕切板（81）が
八枚だけ設けられている。第２風下ヘッダ集合管（80）において、仕切板（46）は、第１
風下補助熱交換部（68a）と第２風下補助熱交換部（68b）の境界と、第２風下補助熱交換
部（68b）と第３風下補助熱交換部（68c）の境界と、第３風下補助熱交換部（68c）と第
１風下主熱交換部（66a）の境界と、第１風下主熱交換部（66a）と第２風下主熱交換部（
66b）の境界と、第２風下主熱交換部（66b）と第３風下主熱交換部（66c）の境界と、第
３風下主熱交換部（66c）と第４風下主熱交換部（66d）の境界と、第４風下主熱交換部（
66d）と第５風下主熱交換部（66e）の境界と、第５風下主熱交換部（66e）と第６風下主
熱交換部（66f）の境界とに、一枚ずつ配置されている。
【０１８７】
　第２風下ヘッダ集合管（80）の内部空間は、八枚の仕切板（81）によって、三つの補助
連結空間（84a～84c）と六つの主連結空間（83a～83f）とに仕切られる。
【０１８８】
　第１補助連結空間（84a）は、第１風下補助列ブロック（95a）を構成する全ての扁平管
（61）と連通する。第２補助連結空間（84b）は、第２風下補助列ブロック（95b）を構成
する全ての扁平管（61）と連通する。第３補助連結空間（84c）は、第３風下補助列ブロ
ック（95c）を構成する全ての扁平管（61）と連通する。
【０１８９】
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　第１主連結空間（83a）は、第１風下主列ブロック（92a）を構成する全ての扁平管（61
）と連通する。第２主連結空間（83b）は、第２風下主列ブロック（92ｂ）を構成する全
ての扁平管（61）と連通する。第３主連結空間（83c）は、第３風下主列ブロック（92c）
を構成する全ての扁平管（61）と連通する。第４主連結空間（83d）は、第４風下主列ブ
ロック（92d）を構成する全ての扁平管（61）と連通する。第５主連結空間（83e）は、第
５風下主列ブロック（92e）を構成する全ての扁平管（61）と連通する。第６主連結空間
（83f）は、第６風下主列ブロック（92f）を構成する全ての扁平管（61）と連通する。
【０１９０】
　図示しないが、第２風上ヘッダ集合管（45）の各補助連結空間（49a～49c）と、第２風
下ヘッダ集合管（80）の各補助連結空間（84a～84c）は、一つずつ連結管（105）を介し
て接続されている。
【０１９１】
　第２風上ヘッダ集合管（45）の第１補助連結空間（49a）は、第２風下ヘッダ集合管（8
0）の第１補助連結空間（84a）と一つの連結管（105）を介して接続される。第２風上ヘ
ッダ集合管（45）の第２補助連結空間（49b）は、第２風下ヘッダ集合管（80）の第２補
助連結空間（84b）と一つの連結管（105）を介して接続される。第２風上ヘッダ集合管（
45）の第３補助連結空間（49c）は、第２風下ヘッダ集合管（80）の第３補助連結空間（8
4c）と一つの連結管（105）を介して接続される。
【０１９２】
　第２風上ヘッダ集合管（45）の第１主連結空間（48a）は、第２風下ヘッダ集合管（80
）の第１主連結空間（83a）と一つの連結管（105）を介して接続される。第２風上ヘッダ
集合管（45）の第２主連結空間（48b）は、第２風下ヘッダ集合管（80）の第２主連結空
間（83b）と一つの連結管（105）を介して接続される。第２風上ヘッダ集合管（45）の第
３主連結空間（48c）は、第２風下ヘッダ集合管（80）の第３主連結空間（83c）と一つの
連結管（105）を介して接続される。第２風上ヘッダ集合管（45）の第４主連結空間（48d
）は、第２風下ヘッダ集合管（80）の第４主連結空間（83d）と一つの連結管（105）を介
して接続される。第２風上ヘッダ集合管（45）の第５主連結空間（48e）は、第２風下ヘ
ッダ集合管（80）の第５主連結空間（83e）と一つの連結管（105）を介して接続される。
第２風上ヘッダ集合管（45）の第６主連結空間（48f）は、第２風下ヘッダ集合管（80）
の第６主連結空間（83f）と一つの連結管（105）を介して接続される。
【０１９３】
　本実施形態の室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合、各風上補助列ブロック
（55a～55c）の扁平管（31）を通過した冷媒は、その風上補助列ブロック（55a～55c）に
対応する第２風上ヘッダ集合管（45）の補助連結空間（49a～49c）と連結管（105）と第
２風下ヘッダ集合管（80）の補助連結空間（84a～84c）とを順に通過し、各補助連結空間
（84a～84c）に対応する風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61）へ流入する。ま
た、各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）を通過した冷媒は、その風下主列ブ
ロック（92a～92f）に対応する第２風下ヘッダ集合管（80）の主連結空間（83a～83f）と
連結管（105）と第２風上ヘッダ集合管（45）の主連結空間（48a～48f）とを順に通過し
、各主連結空間（48a～48f）に対応する風上主列ブロック（52a～52f）の扁平管（31）へ
流入する。
【０１９４】
　一方、本実施形態の室外熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合、風上主列ブロッ
ク（52a～52f）の扁平管（31）を通過した冷媒は、その風上主列ブロック（52a～52f）に
対応する第２風上ヘッダ集合管（45）の主連結空間（48a～48f）と連結管（105）と第２
風下ヘッダ集合管（80）の主連結空間（83a～83f）とを順に通過し、各主連結空間（83a
～83f）に対応する各風下主列ブロック（92a～92f）の扁平管（61）へ流入する。また、
風下補助列ブロック（95a～95c）の扁平管（61）を通過した冷媒は、その風下補助列ブロ
ック（95a～95c）に対応する第２風下ヘッダ集合管（80）の補助連結空間（84a～84c）と
連結管（105）と第２風上ヘッダ集合管（45）の補助連結空間（49a～49c）とを順に通過
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し、各補助連結空間（49a～49c）に対応する各風上補助列ブロック（55a～55c）の扁平管
（31）へ流入する。
【０１９５】
　《実施形態３》
　実施形態３について説明する。本実施形態の室外熱交換器（23）は、実施形態１の室外
熱交換器（23）の構成を変更したものである。ここでは、本実施形態の室外熱交換器（23
）について、実施形態１の室外熱交換器（23）と異なる点を説明する。
【０１９６】
　図１４及び図１５に示すように、本実施形態の室外熱交換器（23）は、第２風上ヘッダ
集合管（45）及び第２風下ヘッダ集合管（80）が省略され、風上管列（50）を構成する扁
平管（31）と風下管列（90）を構成する扁平管（61）が一体化されている。
【０１９７】
　具体的に、本実施形態の室外熱交換器（23）では、Ｕ字状に屈曲した多数の扁平管（17
0）が上下に配列されている。各扁平管（170）は、真っ直ぐな扁平管をＵ字状に屈曲させ
たものであって、二つの直管部（171,172）と、二つの直管部（171,172）を繋ぐ一つの曲
管部（173）とによって構成されている。各扁平管（170）において、二つの直管部（171,
172）は、互いに実質的に平行となっている。
【０１９８】
　本実施形態の室外熱交換器（23）において、上下に隣り合う扁平管（170）は、それぞ
れの直管部（171,172）の側面のうち平坦な部分が互いに向かい合い、それぞれの直管部
（171,172）の軸方向が互いに実質的に平行となっている。また、各扁平管（170）は、第
１の直管部（171）の開口端が第１風上ヘッダ集合管（40）に接続し、第２の直管部（172
）の開口端が第１風下ヘッダ集合管（70）に接続する。そして、本実施形態の室外熱交換
器（23）は、各扁平管（170）の第１の直管部（171）が風上管列（50）を構成し、各扁平
管（170）の第２の直管部（172）が風下管列（90）を構成する。つまり、扁平管（170）
の第１の直管部（171）は、実施形態１の風上管列（50）を構成する扁平管（31）に相当
し、扁平管（170）の第２の直管部（172）は、実施形態１の風下管列（90）を構成する扁
平管（61）に相当する。
【０１９９】
　このように、本実施形態の室外熱交換器（23）に設けられた各扁平管（170）では、二
つの直管部（171,172）が一つの曲管部（173）を介して接続されている。従って、本実施
形態の室外熱交換器（23）では、実施形態１の室外熱交換器（23）と同様に、風上管列（
50）を構成する扁平管と風下管列（90）を構成する扁平管が、一本ずつ互いに接続されて
いる。
【０２００】
　《実施形態４》
　実施形態４について説明する。本実施形態の室外熱交換器（23）は、実施形態１の室外
熱交換器（23）の構成を変更したものである。ここでは、本実施形態の室外熱交換器（23
）について、実施形態１の室外熱交換器（23）と異なる点を説明する。
【０２０１】
　図１６に示すように、本実施形態の室外熱交換器（23）では、風上補助熱交換領域（37
）が上下に六つの風上補助熱交換部（38a～38f）に区分され、風下補助熱交換領域（67）
が上下に六つの風下補助熱交換部（68a～68f）に区分されている。つまり、本実施形態の
室外熱交換器（23）では、風上主熱交換部（36a～36f）と風上補助熱交換部（38a～38f）
と風下主熱交換部（66a～66f）と風下補助熱交換部（68a～68f）とが互いに同数となって
いる。
【０２０２】
　　　〈風上熱交換器ユニットの構成〉
　本実施形態の風上熱交換器ユニット（30）について、実施形態１と異なる点を説明する
。
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【０２０３】
　風上補助熱交換領域（37）には、下から上に向かって順に、第１風上補助熱交換部（38
a）と、第２風上補助熱交換部（38b）と、第３風上補助熱交換部（38c）と、第４風上補
助熱交換部（38d）と、第５風上補助熱交換部（38e）と、第６風上補助熱交換部（38f）
とが形成されている。各風上補助熱交換部（38a～38f）に設けられた扁平管（31）の本数
は、互いに等しい。
【０２０４】
　第１風上補助熱交換部（38a）に設けられた扁平管（31）は、第１風上補助列ブロック
（55a）を構成する。第２風上補助熱交換部（38b）に設けられた扁平管（31）は、第２風
上補助列ブロック（55b）を構成する。第３風上補助熱交換部（38c）に設けられた扁平管
（31）は、第３風上補助列ブロック（55c）を構成する。第４風上補助熱交換部（38d）に
設けられた扁平管（31）は、第４風上補助列ブロック（55d）を構成する。第５風上補助
熱交換部（38e）に設けられた扁平管（31）は、第５風上補助列ブロック（55e）を構成す
る。第６風上補助熱交換部（38f）に設けられた扁平管（31）は、第６風上補助列ブロッ
ク（55f）を構成する。
【０２０５】
　第１風上ヘッダ集合管（40）の下側空間（43）は、上下に六つの補助連通空間（44a～4
4f）に仕切られている。つまり、第１風上ヘッダ集合管（40）における仕切板（41）の下
側には、下から上へ向かって順に、第１補助連通空間（44a）と、第２補助連通空間（44b
）と、第３補助連通空間（44c）と、第４補助連通空間（44d）と、第５補助連通空間（44
e）と、第６補助連通空間（44f）とが形成されている。
【０２０６】
　第１補助連通空間（44a）には、第１風上補助列ブロック（55a）を構成する扁平管（31
）が連通する。第２補助連通空間（44b）には、第２風上補助列ブロック（55b）を構成す
る扁平管（31）が連通する。第３補助連通空間（44c）には、第３風上補助列ブロック（5
5c）を構成する扁平管（31）が連通する。第４補助連通空間（44d）には、第４風上補助
列ブロック（55d）を構成する扁平管（31）が連通する。第５補助連通空間（44e）には、
第５風上補助列ブロック（55e）を構成する扁平管（31）が連通する。第６補助連通空間
（44f）には、第６風上補助列ブロック（55f）を構成する扁平管（31）が連通する。
【０２０７】
　第１風上ヘッダ集合管（40）には、六本の液側接続管（101a～101f）が取り付けられて
いる。第１液側接続管（101a）は、一端が第１補助連通空間（44a）に連通する。第２液
側接続管（101b）は、一端が第２補助連通空間（44b）に連通する。第３液側接続管（101
c）は、一端が第３補助連通空間（44c）に連通する。第４液側接続管（101d）は、一端が
第４補助連通空間（44d）に連通する。第５液側接続管（101e）は、一端が第５補助連通
空間（44e）に連通する。第６液側接続管（101f）は、一端が第６補助連通空間（44f）に
連通する。
【０２０８】
　図１６には図示しないが、各液側接続管（101a～101f）の他端は、分流器を介して冷媒
回路（20）の配管（17）に接続される。空気調和機（10）の暖房運転中において、この分
流器は、膨張弁（24）を通過した冷媒を各液側接続管（101a～101f）へ分配する。
【０２０９】
　図１６には図示しないが、第２風上ヘッダ集合管（45）の内部空間は、風上管列（50）
を構成する扁平管（31）と同数の連結用空間（47）に区画されている。各連結用空間（47
）は、それぞれが対応する一本の扁平管（31）と連通する。この段落に記載した点におい
て、本実施形態の室外熱交換器（23）は実施形態１と共通する。
【０２１０】
　　　〈風下熱交換器ユニットの構成〉
　本実施形態の風下熱交換器ユニット（60）について、実施形態１と異なる点を説明する
。
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【０２１１】
　風下補助熱交換領域（67）には、下から上に向かって順に、第１風下補助熱交換部（68
a）と、第２風下補助熱交換部（68b）と、第３風下補助熱交換部（68c）と、第４風下補
助熱交換部（68d）と、第５風下補助熱交換部（68e）と、第６風下補助熱交換部（68f）
とが形成されている。各風下補助熱交換部（68a～68f）に設けられた扁平管（61）の本数
は、互いに等しい。
【０２１２】
　第１風下補助熱交換部（68a）に設けられた扁平管（61）は、第１風下補助列ブロック
（95a）を構成する。第２風下補助熱交換部（68b）に設けられた扁平管（61）は、第２風
下補助列ブロック（95b）を構成する。第３風下補助熱交換部（68c）に設けられた扁平管
（61）は、第３風下補助列ブロック（95c）を構成する。第４風下補助熱交換部（68d）に
設けられた扁平管（61）は、第４風下補助列ブロック（95d）を構成する。第５風下補助
熱交換部（68e）に設けられた扁平管（61）は、第５風下補助列ブロック（95e）を構成す
る。第６風下補助熱交換部（68f）に設けられた扁平管（61）は、第６風下補助列ブロッ
ク（95f）を構成する。
【０２１３】
　第１風下ヘッダ集合管（70）の下側空間（73）は、上下に六つの補助連通空間（77a～7
7c）に仕切られている。つまり、第１風下ヘッダ集合管（70）における仕切板（71）の下
側には、下から上へ向かって順に、第１補助連通空間（77a）と、第２補助連通空間（77b
）と、第３補助連通空間（77c）と、第４補助連通空間（77d）と、第５補助連通空間（77
e）と、第６補助連通空間（77f）とが形成されている。
【０２１４】
　第１補助連通空間（77a）には、第１風下補助列ブロック（95a）を構成する扁平管（61
）が連通する。第２補助連通空間（77b）には、第２風下補助列ブロック（95b）を構成す
る扁平管（61）が連通する。第３補助連通空間（77c）には、第３風下補助列ブロック（9
5c）を構成する扁平管（61）が連通する。第４補助連通空間（77d）には、第４風下補助
列ブロック（95d）を構成する扁平管（61）が連通する。第５補助連通空間（77e）には、
第５風下補助列ブロック（95e）を構成する扁平管（61）が連通する。第６補助連通空間
（77f）には、第６風下補助列ブロック（95f）を構成する扁平管（61）が連通する。
【０２１５】
　第１風下ヘッダ集合管（70）には、六本の接続用配管（141～146）が取り付けられてい
る。第１接続用配管（141）は、一端が第１補助連通空間（77a）に、他端が第１主連通空
間（75a）にそれぞれ連通し、第１風下補助列ブロック（95a）と第１風下主列ブロック（
92a）とを接続する。第２接続用配管（142）は、一端が第２補助連通空間（77b）に、他
端が第２主連通空間（75b）にそれぞれ連通し、第２風下補助列ブロック（95b）と第２風
下主列ブロック（92b）とを接続する。第３接続用配管（143）は、一端が第３補助連通空
間（77c）に、他端が第３主連通空間（75c）にそれぞれ連通し、第３風下補助列ブロック
（95c）と第３風下主列ブロック（92c）とを接続する。第４接続用配管（144）は、一端
が第４補助連通空間（77d）に、他端が第４主連通空間（75d）にそれぞれ連通し、第４風
下補助列ブロック（95d）と第４風下主列ブロック（92d）とを接続する。第５接続用配管
（145）は、一端が第５補助連通空間（77e）に、他端が第５主連通空間（75e）にそれぞ
れ連通し、第５風下補助列ブロック（95e）と第５風下主列ブロック（92e）とを接続する
。第６接続用配管（146）は、一端が第６補助連通空間（77f）に、他端が第６主連通空間
（75f）にそれぞれ連通し、第６風下補助列ブロック（95f）と第６風下主列ブロック（92
f）とを接続する。
【０２１６】
　図１６には図示しないが、第２風下ヘッダ集合管（80）の内部空間は、風下管列（90）
を構成する扁平管（61）と同数の連結用空間（82）に区画されている。各連結用空間（82
）は、それぞれが対応する一本の扁平管（61）と連通する。第２風下ヘッダ集合管（80）
の各連結用空間（82）は、対応する第２風上ヘッダ集合管（45）の連結用空間（47）に、
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連結管（105）を介して接続されている。この段落に記載した点において、本実施形態の
室外熱交換器（23）は実施形態１と共通する。
【０２１７】
　このように、本実施形態の室外熱交換器（23）では、第１風上補助列ブロック（55a）
と第１風下補助列ブロック（95a）と第１風下主列ブロック（92a）と第１風上主列ブロッ
ク（52a）とが順に直列に接続され、第２風上補助列ブロック（55b）と第２風下補助列ブ
ロック（95b）と第２風下主列ブロック（92b）と第２風上主列ブロック（52b）とが順に
直列に接続され、第３風上補助列ブロック（55c）と第３風下補助列ブロック（95c）と第
３風下主列ブロック（92c）と第３風上主列ブロック（52c）とが順に直列に接続され、第
４風上補助列ブロック（55d）と第４風下補助列ブロック（95d）と第４風下主列ブロック
（92d）と第４風上主列ブロック（52d）とが順に直列に接続され、第５風上補助列ブロッ
ク（55e）と第５風下補助列ブロック（95e）と第５風下主列ブロック（92e）と第５風上
主列ブロック（52e）とが順に直列に接続され、第６風上補助列ブロック（55f）と第６風
下補助列ブロック（95f）と第６風下主列ブロック（92f）と第６風上主列ブロック（52f
）とが順に直列に接続されている。
【０２１８】
　　　〈室外熱交換器における冷媒の流れ〉
　本実施形態の室外熱交換器（23）が蒸発器として機能する場合には、膨張弁（24）を通
過した冷媒が六本の液側接続管（101a～101f）へ流入する。その後、冷媒は、図１６に示
す矢印の方向に流れる。つまり、冷媒は、互いに接続された風上補助列ブロック（55a～5
5f）と風下補助列ブロック（95a～95f）と風下主列ブロック（92a～92f）と風上主列ブロ
ック（52a～52f）を順に流れる。
【０２１９】
　本実施形態の室外熱交換器（23）が凝縮器として機能する場合には、圧縮機（21）から
吐出された冷媒がガス側接続管（102）へ流入する。その後、冷媒は、図１６に示す矢印
とは逆方向へ流れる。つまり、冷媒は、互いに接続された風上主列ブロック（52a～52f）
と風下主列ブロック（92a～92f）と風下補助列ブロック（95a～95f）と風上補助列ブロッ
ク（55a～55f）を順に流れる。
【０２２０】
　ここで、蒸発器として機能する実施形態１の室外熱交換器（23）において、各風下補助
列ブロック（95a～95c）を通過した冷媒は、対応する二つの風下主列ブロック（92a～92f
）へ分配される。このため、実施形態１の室外熱交換器（23）では、各風下補助列ブロッ
ク（95a～95c）から対応する二つの風下主列ブロック（92a～92f）へ冷媒を均等に分配す
るための工夫が必要になる。
【０２２１】
　一方、蒸発器として機能する本実施形態の室外熱交換器（23）において、各風下補助列
ブロック（95a～95f）を通過した冷媒は、対応する一つの風下主列ブロック（92a～92f）
へ流入する。このため、本実施形態の室外熱交換器（23）では、各風下補助列ブロック（
95a～95f）と対応する一つの風下主列ブロック（92a～92f）のそれぞれを液側接続管（10
1a～101f）で接続すればよく、風下補助列ブロック（95a～95f）から風下主列ブロック（
92a～92f）へ冷媒を送る際の工夫は不要である。従って、本実施形態によれば、各風下主
列ブロック（92a～92f）を流れる冷媒の流量を容易に均一化することができる。
【０２２２】
　《その他の実施形態》
　図１７に示すように、上記各実施形態の室外熱交換器（23）は、風上管列（50）を構成
する扁平管（31）と風下管列（90）を構成する扁平管（61）の両方が一枚のフィン（180
）に接合されていてもよい。つまり、本変形例の室外熱交換器（23）では、扁平管（31,6
1）の軸方向に一定の間隔をおいて配列された各フィン（180）の管挿入部（187）に、風
上管列（50）を構成する扁平管（31）と風下管列（90）を構成する扁平管（61）の両方が
配置される。
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【０２２３】
　また、上記各実施形態の室外熱交換器（23）には、板状のフィン（32,62,180）に代え
て波形のフィンが設けられていてもよい。このフィンは、いわゆるコルゲートフィンであ
って、上下に蛇行する波形に形成されている。そして、この波形のフィンは、上下に隣り
合った扁平管（31,61,170）の間に一つずつ配置される。
【産業上の利用可能性】
【０２２４】
　以上説明したように、本発明は、扁平管とフィンを有して冷媒と空気を熱交換させる熱
交換器について有用である。
【符号の説明】
【０２２５】
　10　　空気調和機
　23　　室外熱交換器（熱交換器）
　31　　扁平管
　32　　フィン
　50　　風上管列
　51　　風上主列部
　52a～52f　　第１～第６風上主列ブロック
　55a～55c　　第１～第３風上補助列ブロック
　54　　風上補助列部
　61　　扁平管
　62　　フィン
　70　　第１風下ヘッダ集合管（ヘッダ集合管）
　75a～75f　　第１～第６主連通空間
　77a～77c　　第１～第３補助連通空間
　90　　風下管列
　91　　風下主列部
　92a～92f　　第１～第６風下主列ブロック
　93a～93c　　第１～第３風下主列ブロック群
　94　　風下補助列部
　95a～95c　　第１～第３風下補助列ブロック
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